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市の人口と予算 
【人口・世帯】 〈12月1日現在〉 
合 計 ＝ 156,145人 （＋ 87） （　）内は前月比 
男 ＝ 77,521人 （＋ 23） 
女 ＝ 78,624人 （＋ 64） 
世 帯 ＝ 60,588世帯 （＋ 85） 
【予算】 〈12月1日現在〉 
一 般 会 計＝367億3,081万9千円 
特別・企業会計＝417億4,504万9千円 

　初の議場コンサートは市民の皆さんで満席に

　

平
成　

年
も
残
り
わ
ず
か
ー
。
今
年
は
、
私
た

１９

ち
の
「
ふ
る
さ
と
流
山
」
に
と
っ
て
、
市
制
施
行

　

周
年
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
流
山
を
振
り
返

４０り
、
こ
れ
か
ら
の
流
山
を
展
望
す
る
節
目
の
年
と

な
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
年
の
瀬
に
当
た
り
今

年
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
来
年
も
夢
と
希
望
に
満
ち
た
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

�
　

１
月
、
流
山
市
は
市
制

施
行　

周
年
を
迎
え
、
記

４０

念
式
典
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

の
共
催
に
よ
る
公
開
番
組

「
ひ
る
の
散
歩
道
」
の
放

送
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山
お

や
こ
劇
場
と
の
共
催
に
よ

る
「
米
村
で
ん
じ
ろ
う
サ
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進
む
市
民
と
の

進
む
市
民
と
の

協
働
協
働

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
な
ど

市
単
独
で
は
な
く
、
放
送

局
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

共
催
事
業
が
数
多
く
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
や
環
境
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
市
民

団
体
に
委
ね
ら
れ
る
な
ど
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
９
月
に
は
、
市
民

協
議
会
か
ら
自
治
基
本
条

例
の
原
案
が
市
に
提
出
さ

健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康
づづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりり
にににににににににににににに
全全全全全全全全全全全全全全
力力力力力力力力力力力力力力

健
康
づ
く
り
に
全
力

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
ス
タ
ー
ト

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
の
分
野
で
も
県
内

初
の
駅
前
保
育
送
迎
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
民
間
保
育
所

と
の
連
携
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
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市
制
施
行　

周
年
を
記

４０

念
し
て
行
わ
れ
た
「
健
康

都
市
宣
言
」。
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
特

集
鎌
田
實
い
の
ち
の
対
話
」

の
公
開
生
放
送
も
健
康
都

市
宣
言
記
念
事
業
の
一
つ

で
し
た
。　

月
、
医
師
会

１０

と
薬
剤
師
会
の
協
力
に
よ

り
休
日
診
療
所
で
「
平
日

夜
間
診
療
」
も
始
ま
り
ま

し
た
。
市
民
の
一
層
の
健

康
づ
く
り
を
目
指
し
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
や
江
戸
川

台
東
口
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
は
、
筑
波
大
学
の
協
力

を
得
て
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し 

た
。
江
戸
川
台
東
口
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
で
の
事
業
展

開
は
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
対
策
と
い
う
地
元
商
業
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周
年
を
記
念
し

　

周
年
を
記
念
し

４０４０健
康
都
市
宣
言

健
康
都
市
宣
言

の
振
興
策
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
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流
山
お
お
た
か
の
森
駅

周
辺
で
は
新
し
い
商
業
施

設
や
事
業
所
が
入
っ
た
ビ

ル
な
ど
が
次
々
と
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
駅
前
の
都

市
広
場
で
は
、
き
ょ
う　
１５

日
、
地
元
自
治
会
の
協
力

を
得
て
「
市
民
ク
リ
ス
マ

ス
デ
ー
」
が
、　

日
・　

２２

２３

日
に
も
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
駅
を
中
心
に
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
を
は
じ
め
議
会
主

催
に
よ
る
議
場
を
開
放
し

て
の「
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
」、

公
募
市
民
や
市
内
音
楽
３
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文
化
の
香
り
と

文
化
の
香
り
と

活
気
あ
る
街

活
気
あ
る
街

団
体
が
協
力
し
て
開
催
さ

れ
る
第
九
演
奏
会
な
ど
、

今
年
も
音
楽
活
動
が
活
発

な
１
年
で
し
た
。
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
毎
月
続
け
ら
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
市
制
施
行　

周
年

２０

を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
も

の
で
す
が
、
音
楽
が
身
近

に
あ
る
街
・
流
山
は
年
ご

と
に
裾
野
を
広
げ
て
い
ま

す
。

�
　

江
戸
川
台
東
や
松
ヶ

丘
、
東
初
石
１
丁
目
の
自

治
会
館
が
、
県
公
安
委
員

会
か
ら
地
域
防
犯
情
報
セ

ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
自
治

会
で
は
自
主
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
活
動
が
一
層

活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
等
で
は
「
３
６
５

日
空
き
巣
ゼ
ロ
」
を
次
々

に
達
成
し
、　

団
体
が
表

１４

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
市
民
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
に
は
制
服
も

貸
与
さ
れ
、
犯
罪
の
抑
止

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
関
東
一
円
に
豪
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安
心
・
安
全
な
街

安
心
・
安
全
な
街

を
目
指
し
て

を
目
指
し
て

雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
９

号
で
は
、
地
元
に
密
着
し

た
消
防
団
が
各
地
で
活
躍
。

市
で
も
４
月
に
は
安
心
安

全
課
を
新
設
し
、
地
域
防

災
計
画
を
見
直
す
な
ど
安

心
安
全
施
策
の
拡
充
に
努

め
て
い
ま
す
。
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「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」
は

西
初
石
ル
ー
ト
を
新
設
。

利
用
者
も　

万
人
を
超
え

５０

ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
２

事
業
所
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
の
移
動
支
援
事
業

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
で
は
南
流
山
駅

〜
流
山
お
お
た
か
の
森
駅

を
結
ぶ
ル
ー
ト
が
新
設
さ

れ
、
市
役
所
や
警
察
署
へ

の
公
共
交
通
手
段
も
充 

実
。
環
境
保
全
の
た
め
に

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

促
す
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
も

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
で
は
、
全
国

的
に
も
珍
し
い
６
項
目
も

の
地
球
に
や
さ
し
い
住
宅

設
備
設
置
奨
励
事
業
が
ス

タ
ー
ト
。
流
山
市
グ
リ
ー

ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
も
対
象

を
全
市
域
に
広
げ
ま
し 

た
。
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公
共
交
通
機
関
の
充

公
共
交
通
機
関
の
充

実
や
環
境
保
全
な
ど

実
や
環
境
保
全
な
ど
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平成１９年を平成１９年を
振り返って振り返って

　ヘルスアップ事業で健康増進ヘルスアップ事業で健康増進

　駅前など身近にあふれる音楽駅前など身近にあふれる音楽

　公共交通機関で環境にやさしく公共交通機関で環境にやさしく

　

※
太
字
の
項
目
は
、
上
段
に
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

市
内
の
今
年
の
主
な
出
来
事

市
内
の
今
年
の
主
な
出
来
事

１月２月３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月

◎
市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し
健
康
都
市
を
宣
言

４０

◎
流
山
子
ど
も
専
用
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ス
タ
ー
ト

◎
利
根
運
河
堤
に
公
募
市
民
が
有
料
で
桜
を
植
樹

◎
市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協

４０

働
事
業
相
次
ぐ

◎
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
、
新
た
に
西
初
石
ル
ー
ト
が
運
行
開
始

◎
お
お
た
か
の
森
出
張
所
が
平
日　

時
ま
で
、
土
曜　

時
ま
で
開
庁

１９

１７

◎
日
曜
情
報
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト

◎
第　

回
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、県
議
会
議
員
に
小
宮
清
子
氏
、

１６

武
田
正
光
氏
が
当
選
。
市
長
に
井
崎
義
治
市
長
が
再
選
、
市
議
会
議

員　

人
が
決
ま
る

２８
◎
「
コ
ス
モ
ス
」、「
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
」
２
つ
の

障
害
者
施
設
オ
ー
プ
ン

◎
子
ど
も
家
庭
部
の
新
設
な
ど
市
の
機
構
改
革
行
わ
れ
る

◎
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
馬
場
征
興
議
員
、
副

議
長
に
関
口
和
恵
議
員
を
選
出

◎
利
根
運
河
薪
能
が
開
催
さ
れ
る

◎
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
開
か
れ
、
副
市
長
に
石
原
重
雄
氏
、
監

査
委
員
に
横
須
賀
靖
議
員
を
選
任

◎
県
内
初
の
駅
前
保
育
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト

◎
事
業
所
の
送
迎
バ
ス
を
活
用
し
た
高
齢
者
移
動
支
援
事
業
が
始
動

◎
６
項
目
を
対
象
に
地
球
に
や
さ
し
い
住
宅
設
備
設
置
奨
励
事
業
ス

タ
ー
ト

◎
健
康
都
市
宣
言
を
記
念
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
特
集
鎌
田
實
い
の
ち
の
対
話
」

公
開
生
放
送

◎
サ
マ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
と
流
山
花
火
大
会
を
同
日
開
催

◎
市
民
手
づ
く
り
の
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
７
万
羽
を
広
島
へ

◎
自
治
基
本
条
例
原
案
が
同
策
定
市
民
協
議
会
か
ら
市
へ
手
渡
さ
れ

る◎
台
風
９
号
が
関
東
を
直
撃
。
消
防
団
や
建
設
業
協
同
組
合
な
ど
が

活
躍

◎
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
休
日
診
療
所
で
平
日
夜
間
診
療
が
ス
タ
ー
ト

◎
流
山
市
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
の
対
象
を
全
市
域
に
拡
大

◎
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
が
市
内
２
会
場
で
ス
タ
ー
ト

◎
市
議
会
第
４
回
定
例
会
初
日
、
初
の
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

◎
初
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
を
開
催

◎
市
制
施
行　

周
年
を
記
念
し
公
募
市
民
や
音
楽
団
体
に
よ
る
第
九

４０

演
奏
会
が
行
わ
れ
る
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平成１９年１２月１５日（土曜日）　　　（　）２第１１５２号

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

　

項
目
に
つ
い
て
報
告

１７

　
　

月　

日
、
平
成　

年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は　

項
目
に

１１

２９

１９

１７

つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
掲
載
し
た
項
目
以
外
に
「
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
」、「
市
民
提
案
に
よ
る

市
民
業
務
参
加
事
業
の
採
択
に
つ
い
て
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議
会
か
ら
の
答
申
書

の
提
出
に
つ
い
て
」、「
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
」、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
」、「
農
業
振
興
基
本
指
針
の
策
定
に
つ
い
て
」、「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
流
山
の

開
催
結
果
に
つ
い
て
」、「
廃
棄
物
対
策
審
議
会
へ
の
ご
み
処
理
有
料
化
の
諮
問
に
つ

い
て
」、「
三
輪
野
山
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」、「『
流
山
市

史
通
史
編
Ⅱ
』
の
和
解
に
つ
い
て
」
も
報
告
し
ま
し
た
。

�
　
　

月
３
日
、
市
民
ま
つ

１１
り
が
総
合
運
動
公
園
を
メ

イ
ン
会
場
に
、「
福
祉
ま
つ

り
」、「
健
康
ま
つ
り
」
と

同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
恒
例
の
姉
妹

・
友
好
都
市
の
物
産
展
を

は
じ
め
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
に
お
け
る
、
沖
縄
エ
イ

サ
ー
太
鼓
や
大
江
戸
玉
す

だ
れ
、
さ
ら
に
は
、
流
山

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
か

ら
会
場
ま
で
の
道
路
上
で

行
わ
れ
た
特
殊
車
両
展
示

試
乗
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
イ

第　

回
市
民
ま
つ
り
に

２９
つ
い
て

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま

れ
人
出
も
昨
年
を
２
千
人

上
回
る
、
約
２
万
人
の
方

々
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。な
お
、今
回
も「
市

民
手
づ
く
り
」
の
ま
つ
り

を
目
指
し
、
会
場
の
準
備

か
ら
運
営
、
撤
去
、
清
掃

ま
で
、
延
べ
３
０
８
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

�
　

医
師
会
お
よ
び
薬
剤
師

平
日
夜
間
診
療
所
の
開

設
に
つ
い
て

会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、　

月
１
日
か
ら
保

１０

健
セ
ン
タ
ー
内
の
休
日
診

療
所
で
平
日
夜
間
の
診
療

も
始
ま
り
、
当
該
診
療
所

の
名
称
を
「
平
日
夜
間
・

休
日
診
療
所
」
と
改
め
、

市
民
の
健
康
を
守
る
施
設

と
し
て
急
病
患
者
の
初
期

診
療
と
応
急
処
置
業
務
を

拡
充
し
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
か
ら　

月　

１０

１１

２７

日
ま
で
の
利
用
者
数
は
、

平
日
夜
間
診
療
分　

人
、

８３

休
日
診
療
分
３
９
１
人
、

計
４
７
４
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市議会
第４回定例会

�
　
　

月　

日　

時
５
分
ご

１１

１９

１１

ろ
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
２
階

で
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
に

よ
り
粗
大
ご
み
を
破
砕
機

の
受
入
ポ
ッ
パ
内
に
投
入

す
る
際
、
運
転
し
て
い
た

テ
ス
コ
㈱
の
従
業
員
が
誤

っ
て
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
ご

と
受
入
ポ
ッ
パ
内
に
転
落
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
下
敷

き
と
な
り
、　

時　

分
、

１２

３４

搬
送
先
の
病
院
で
死
亡
す

る
と
い
う
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

事
故
の
原
因
等
に
つ
い

て
は
、
流
山
警
察
署
お
よ

び
柏
労
働
基
準
監
督
署
が

調
査
中
で
す
。
私
も
早
々

に
現
場
に
赴
き
現
地
で
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
、
業

務
を
受
託
し
て
い
る
テ
ス

コ
㈱
に
対
し
ま
し
て
、
今

回
の
事
故
原
因
の
究
明
、

再
発
防
止
策
を
含
め
た
作

業
の
安
全
対
策
の
徹
底
な

ら
び
に
遺
族
に
対
す
る
誠

実
な
対
応
に
つ
い
て
、
強

く
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
管
理
担
当

課
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
関
係
機
関
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
再
発
防

止
に
全
力
を
傾
注
す
る
よ

う
指
示
し
た
と
こ
ろ
で 

す
。

�
　

現
在
、
旧
焼
却
施
設
の

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
内
で
の
転
落

死
亡
事
故
に
つ
い
て

旧
清
美
園
再
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

解
体
・
撤
去
工
事
と
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
の
発
注
手
続
き
を
並

行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
旧
焼
却
施

設
の
解
体
・
撤
去
工
事
に

つ
い
て
は
、
今
議
会
に
請

負
契
約
議
案
を
追
加
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
が
、
議
決
を
賜
り
ま
し

た
後
、
平
成　

年
１
月
に

２０

は
近
隣
住
民
の
方
々
へ
工

事
説
明
会
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、２
月
上
旬
に
は
、

工
事
着
工
し
、　

月
下
旬

１１

に
は
解
体
・
撤
去
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
焼
却
施
設
の
解

体
・
撤
去
後
の
跡
地
に
計

画
し
て
い
る
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に

つ
い
て
は
、　

月　

日
に

１０

３１

入
札
を
公
告
し
、
総
合
評

価
一
般
競
争
入
札
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
４
社
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
各
社
に
お
い
て
技
術

提
案
書
が
作
成
さ
れ
、
平

成　

年
１
月
に
技
術
提
案

２０
書
の
提
出
と
併
せ
て
入
札

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

４
月
に
は
提
案
者
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、

価
格
と
技
術
の
総
合
評
価

に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
、

６
月
議
会
に
請
負
契
約
議

案
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
３

２２

月
末
に
完
了
し
、
平
成　
２２

年
度
か
ら
の
本
格
稼
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

�
　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
は
、
平

成　

年　

月
か
ら
市
内
３

１７

１１

ル
ー
ト
で
運
行
開
始
し
、

今
年
の
３
月
か
ら
は
西
初

石
ル
ー
ト
を
追
加
し
、
現

在
４
ル
ー
ト
で
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

運
行
当
初
は
１
カ
月
当

た
り
約
１
万
人
の
利
用
者

で
し
た
が
、
そ
の
後
、
着

実
に
増
加
し
本
年　

月
に

１０

は
約
３
万
５
千
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
年
間
の
利
用

者
数
も
、
平
成　

年
度
は

１８

　

万
人
、　

年
度
は　

月

２１

１９

１０

末
で
す
で
に　

万
人
、
運

２３

行
開
始
以
来
、
延
べ　

万
５０

人
に
達
し
、
市
民
の
足
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
体
の
運
行
収

支
率
と
し
て
は
、
平
成　
１８

年
度
の　

％
に
比
べ
、
平

５２

成　

年　

月
で
は
約　

％

１９

１０

７０

を
超
え
て
お
り
、
平
成　
１９

年
度
全
体
で
も　

％
を
超

６５

え
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
か
ら
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
新
規

路
線
に
つ
い
て
は
、
駅
か

ら
徒
歩
圏
外
で
一
定
の
人

口
の
集
積
が
あ
り
、
高
齢

者
が
多
く
、
路
線
バ
ス
が

運
行
し
て
い
な
い
住
宅
地

と
駅
を
結
ぶ
こ
と
を
基
本

に
、
道
路
状
況
な
ど
運
行

環
境
を
考
慮
し
た
上
で
、

今
年
度
末
ま
で
に
基
本
的

な
方
向
性
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
来

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
運
行
２
周

年
お
よ
び
評
価
に
つ
い
て

年
度
は
具
体
的
な
ル
ー
ト

選
定
な
ど
、
新
規
ル
ー
ト

の
運
行
に
向
け
て
の
準
備

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

�
　

県
施
行
の
運
動
公
園
周

辺
地
区
で
は
、
市
野
谷
周

辺
に
整
備
エ
リ
ア
を
拡
げ
、

道
路
や
下
水
道
な
ど
の
基

盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
中
に
は
事

業
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
保
留
地
の
販
売
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
流
山
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
駅
前
の
市
有
地

約
１　

の
土
地
活
用
に
つ

ha

い
て
は
、
公
共
公
益
サ
ー

ビ
ス
機
能
の
整
備
事
業
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
進
め
る
た
め
、
事
前
調

査
や
提
案
事
業
者
の
公
募

・
選
定
に
つ
い
て
の
支
援

業
務
を
委
託
し
、
早
期
土

地
利
用
の
実
現
を
図
り
ま

す
。

　

同
じ
く
県
施
行
の
木
地

区
で
は
、
神
明
堀
沿
い
の

調
整
池
の
整
備
を
は
じ
め
、

南
流
山
小
中
学
校
周
辺
に

お
い
て
基
盤
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
都
市
再
生
機
構

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

施
行
の
新
市
街
地
地
区
で

は
、
小
山
小
学
校
移
転
用

地
周
辺
を
は
じ
め
地
区
の

各
所
で
造
成
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
駅
周
辺

で
は
、　

月　

日
に
つ
く

１１

２０

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
高
架
下

１
階
、
２
階
を
利
用
し
た

複
合
商
業
施
設
Ｔ
Ｘ
グ
ラ

ン
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
お
お
た

か
の
森
が
開
業
し
た
ほ
か
、

　

月
中
に
は
駅
南
口
側
の

１２大
規
模
集
合
住
宅
の
入
居

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
本
市
施
行
の
西

平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
で
は
、

造
成
工
事
等
の
促
進
を
図

る
た
め
、
新
た
に　

筆
８

２２

５
５
２
㎡
の
仮
換
地
指
定

を
行
い
、　

人
の
関
係
地

２１

権
者
と
の
損
失
補
償
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。現
在
、

２
次
造
成
を
含
め
４
・
５

　

の
造
成
工
事
に
着
手
す

haる
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
着

手
す
る
地
盤
改
良
や
造
成

工
事
に
入
る
区
域
約
３
・

５　

の
建
物
移
転
等
の
補

ha
償
交
渉
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、
ま
だ
数
名
の
未
同

意
者
の
方
も
お
り
ま
す
が
、

出
来
る
限
り
早
い
段
階
で

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
ま

２８

で
の
事
業
施
行
期
間
の
延

伸
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

国
庫
補
助
事
業
実
施
計
画

書
の
変
更
協
議
を
進
め
て

お
り
、協
議
が
整
い
次
第
、

年
度
内
に
施
行
期
間
の
変

更
手
続
き
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

�
　

本
市
の
成
人
式
は
、
昭

和　

年
度
か
ら
新
成
人
に

５８
よ
り
構
成
さ
れ
た
成
人
式

実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
企

画
運
営
を
行
い
、
成
人
の

日
に
挙
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
成
人
の
日
が

平
成　

年
か
ら
１
月
の
第

１２

２
月
曜
日
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
代
々
の
実
行
委
員

会
で
は
前
日
の
日
曜
日
に

開
催
し
た
い
と
の
意
見
が

多
数
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
の
成
人
式 

２０

は
、
こ
う
し
た
意
見
に
応

え
、
参
加
者
の
利
便
を
図

る
こ
と
、
参
加
者
の
一
層

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
な

ど
の
た
め
、
期
日
を
「
成

人
の
日
の
前
日
」
で
あ
る

１
月　

日
�
午
前　

時　

１３

１０

３０

分
か
ら
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
挙
行
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
な
お
、
新
成

人
対
象
者
は
、
男
性
８
３

２
人
、
女
性
７
６
２
人
、

計
１
５
９
４
人
と
な
っ
て

お
り
、
開
催
の
お
知
ら
せ

は
、
広
報
な
が
れ
や
ま
を

は
じ
め
、
個
人
宛
の
ハ
ガ

キ
で
ご
案
内
す
る
予
定
で

す
。

成
人
式
の
開
催
に

つ
い
て

一般報告をする　一般報告をする井崎市長井崎市長

約２万人が参加した市民まつり　約２万人が参加した市民まつり

　平日夜間も診療開始平日夜間も診療開始

　グランドアベニューがオープングランドアベニューがオープン

来年の成人式は１月１３日　来年の成人式は１月１３日��にに
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売却物件

最低売却価格
面積
（㎡）

所在地
（流山市）

物件
番号

２１,０２１,８１４円１８０.２９
こうのす台
１０３２番９８

１

７,９９７,６８２円７４.１９
こうのす台
１０３０番２

２

考
え
よ
う
地
球
の
未
来

温
暖
化
防
止
は
身
近
な
省
エ
ネ
か
ら

　
　

月
は
地
球
温
暖
化
防

１２
止
月
間
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
３

１８

月
に
、市
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２（
二

酸
化
炭
素
）
削
減
に
つ
い

て
定
め
た
「
ス
ト
ッ
プ
温

暖
化
！
な
が
れ
や
ま
計 

画
」
と
、
市
役
所
で
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
へ
の
取
り
組
み

を
定
め
た
「
ス
ト
ッ
プ
温

暖
化
！
市
役
所
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定

し
、
温
暖
化
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
！
な
が
れ
や
ま

計
画
」
は
、
平
成　

年
度

１５

を
基
準
年
度
と
し
、
目
標

年
度
で
あ
る
平
成　

年
度

２１

ま
で
に
、
市
域
全
体
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
６
％
以
上

削
減
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

冬
季
は
、
暖
房
機
器
な

ど
の
使
用
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
が
増
大
し
、
排
出

さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
も
増
加
す

る
季
節
で
す
。
温
暖
化
防

止
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
必
要
で
す
。
暖
房

ほっとプラザ下花輪に記念植樹
　
　

月　

日
、
温
暖
化
防

１１

２８

止
な
が
れ
や
ま
（
平
手
彰

代
表
）
の
皆
さ
ん
が
、
ほ

っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
に
ア

ラ
カ
シ
の
苗
木
７
本
を
記

念
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ち
ば
Ｃ
Ｏ
２
Ｃ
Ｏ
２

（
コ
ツ
コ
ツ
）
ダ
イ
エ
ッ

ト
推
進
県
民
会
議
か
ら
贈

ら
れ
た
苗
木
を
市
に
寄
贈

し
て
く
だ
さ
り
、こ
の
日
、

約　

人
が
参
加
し
て
植
樹

４０
し
た
も
の
で
す
。

の
設
定
温
度
を　

度
か
ら

２１

　

度
に
１
度
下
げ
る
こ
と

２０で
、
年
間　

・
５　

の
Ｃ

２９

kg

Ｏ
２
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

エ
コ
・
チ
ェ
ッ
ク 

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

に
合
わ
せ
、
暮
ら
し
の
中

か
ら
身
近
に
地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

く
、
エ
コ
・
チ
ェ
ッ
ク
モ

ニ
タ
ー
を
今
月　

日
ま
で

２１

募
集
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
の
実
践
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▽
応
募
資
格
＝
小
学
生

以
上
の
市
民
※
小
学
生
は

親
子
で
の
応
募
▽
定
員
＝

①
小
学
生
親
子
の
部
／　
１５

組
②
一
般
の
部
／　

人
３０

（
①
、②
と
も
に
先
着
順
）

▽
活
動
内
容
＝
市
が
配
布

の
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト

（
環
境
家
計
簿
）
を
も
と

に
家
庭
の
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
な
ど
の
使
用
量
か
ら

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
計
算
し 日曜情報センターでケロクルミーティング

　
　

月
２
日
に
お
お
た
か

１２
の
森
出
張
所
ロ
ビ
ー
で
行

わ
れ
た
日
曜
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご

み
減
量
に
つ
い
て
考
え
る 

「
ケ
ロ
ク
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」。ご
み
処
理
の
現
状
を

紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
、

ご
み
減
量
化
促
進
ポ
ス
タ

ー
展
の
ほ
か
、
新
聞
紙
を

利
用
し
た
コ
サ
ー
ジ
ュ
作

り
に
家
族
連
れ
な
ど
が
挑

戦
し
ま
し
た
。

市
に
報
告
※
調
査
は
１
カ

月
単
位
で
２
カ
月
間
▽
申

し
込
み
＝　

月　

日
ま
で

１２

２１

に
電
話
で
環
境
政
策
課
へ

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

市
が
、　

月
９
日
に
廃

１１

棄
物
対
策
審
議
会
に
諮
問

し
た
「
循
環
型
社
会
形
成

の
た
め
の
ご
み
処
理
有
料

化
に
つ
い
て
」
の
３
回
目

の
審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

２１

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
リ

１３

３０

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

廃
棄
物
対
策

審
議
会
の
開
催

地
域
で
防
犯
を
推
進

安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り

�

の
推
進
に
関
す
る
条
例

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
「
流
山
市
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
平
成　

年
１
月
１
日

２０

か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

増
加
す
る
犯
罪
に
対
し
、

市
で
は
、
警
察
署
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

犯
罪
抑
止
に
向
け
た
防
犯

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
犯
罪
件
数

は
、
平
成　

年
の
３
６
０

１４

６
件
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成

　

年
は
２
７
４
０
件
と
、

１８８
６
６
件
（
約　

％
）
減

２５

少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
身
近
に

発
生
す
る
空
き
巣
や
ひ
っ

た
く
り
等
犯
罪
に
対
す
る

不
安
感
は
増
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
条
例
は
、
防
犯
意
識

を
よ
り
強
く
持
っ
て
い
た

だ
き
、
市
全
体
で
犯
罪
の

発
生
し
に
く
い
環
境
や
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
よ
り
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
り
、

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

条
例
で
は
、市
や
市
民
、

自
治
会
、
事
業
者
、
関
係

機
関
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責

務
を
分
担
し
、
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
基
本
理
念
を
定

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基

本
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

犯
罪
発
生
等
の
情
報
提
供

（
情
報
の
共
有
化
）、自
主

的
な
防
犯
活
動
に
伴
う
支

援
、
推
進
地
区
の
指
定
を

掲
げ
、
今
後
、
流
山
市
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
を
設
置
し
、
本

市
の
地
域
性
に
あ
っ
た
計

画
を
作
成
し
、
具
体
的
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

市
で
は
、
市
有
地
２
物

件
を
一
般
競
争
入
札
で
売

却
し
ま
す
（
別
表
参
照
）。

　

入
札
参
加
者
は
、
市
内

外
の
個
人
・
法
人
を
問
い

ま
せ
ん
（
あ
る
一
定
条
件

に
該
当
す
る
方
は
、
参
加

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
）。

　

▽
入
札
参
加
申
し
込
み

期
間
／
場
所
＝
平
成　

年
２０

１
月　

日
�
ま
で
（
土
・

１７

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
９
時
〜　

時
）
／

１７

管
財
課
へ
直
接
持
参
▽
入

札
日
／
場
所
＝
平
成　

年
２０

１
月　

日
�
／
市
役
所
３

１８

階
会
議
室
※
詳
細
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

市有地２物件を売却市有地２物件を売却

個人・法人を個人・法人を問いません問いません

　

確
定
申
告
や
市
県
民
税

の
申
告
な
ど
で
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
ご
使
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、「
国
民

健
康
保
険
料
（
税
）
の
納

付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
お

よ
び
「
介
護
保
険
料
の
納

付
済
額
の
お
知
ら
せ
」を
、

１
月　

日
に
そ
れ
ぞ
れ
送

２９

付
し
ま
す
。
金
融
機
関
等

か
ら
市
に
入
金
さ
れ
る
ま

で
日
数
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
実
際
の
納
付
額
と
異

な
る
場
合
は
、
納
付
額
で

所
得
控
除
を
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
料（
税
）

納
付
済
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
１
月
１
日
か

１９

ら
同
年　

月　

日
ま
で 

１２

３１

に
、
市
が
納
付
を
確
認
で

き
た
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

介
護
保
険
料
納
付
済
額

の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
１
月
１
日
か

１９

ら
同
年　

月　

日
ま
で
に
、

１２

３１

市
が
納
付
を
確
認
で
き
た

普
通
徴
収
介
護
保
険
料
分

（
市
か
ら
郵
送
さ
れ
た
納

付
書
に
よ
り
収
め
た
分
）

の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

特
別
徴
収
介
護
保
険
料

分
（
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
分
）
は
、
年
金
保
険

者
の
社
会
保
険
庁
等
か
ら

源
泉
徴
収
票
が
１
月
中
に

郵
送
さ
れ
、
そ
の
中
の
社

会
保
険
料
欄
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
普
通

徴
収
か
ら
特
別
徴
収
に
切

り
替
え
、
両
方
で
納
付
の

場
合
は
、
市
が
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。
※
今
年

６
月
に
通
知
し
た
介
護
保

険
料
額
は
、
平
成　

年
４

１９

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２０

月　

日
ま
で
の
額
で
す
の

３１
で
、
今
回
通
知
す
る
証
明

額
と
必
ず
し
も
一
致
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

国保・介護

保険料納付済額の
お知らせ

確定申告などにご利用を

工業統計調査にご協力を
かたり調査にご注意ください
　工業統計調査が、１２月３１日を基準日
として実施されます。
　この調査は、統計法に基づく国の指
定統計調査で、今年は市内の従業員４
人以上の製造業に属する事業所に調査
票の記入をお願いすることになります。
　今月中旬から、調査員が調査票の配
布にお伺いしますので、ご協力をお願
いします。
　調査員は「調査員証」を携行してい
ます。調査票の受け渡しの際は、必ず
ご確認ください。
　疑問を感じたら、市役所企画政策課
までご連絡願います。
　□問 企画政策課�７１５０－６０６４
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平成１９年１２月１５日（土曜日）　　　（　）４

◆特別職の報酬等の状況（平成１９年４月１日現在）
給　料　月　額　等区　　分

（参考）近隣市における最高額／最低額減額措置後の額条例上の額
給　　料 １,０５０,０００円／８６３,０００円　７４４,０００円９３０,０００円市　長

８６０,０００円／７３７,０００円６４２,４００円８０３,０００円副市長
７２０,０００円／５０５,０００円５５０,０００円議　長

報　　酬 ６６０,０００円／４５５,０００円４９０,０００円副議長
５９０,０００円／４３０,０００円４６０,０００円議　員

（平成１８年度支給割合）
４.４５月分

市　長

期末手当 
副市長

（平成１８年度支給割合）
４.４５月分

議　長
副議長
議　員

（支給時期）（１期の手当額）（算定方式）
退職手当 任期毎１,５６２万円給料月額×在職月数×０.３５市　長

任期毎　９６４万円給料月額×在職月数×０.２５副市長

国

（１８年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
　3.0　月分　　　1.45　月分
（1.6）月分　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5％～20％
管理職加算10％～25％

国
勧奨・定年自己都合
３０.５５月分2３.５　月分
4１.３４月分33.5　月分
59.28月分47.5　月分
59.28月分59.28月分

加算措置
期退職特例措置（2％～20％加算）

職員に支給された平均額です

３億８,２７３万７千円
３７１,２２９円

国の制度（支給率）
２％

（平成２２年度から３％）

◆職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１９年４月１日現在）

主な増減理由
対前年
増減数

職　員　数　　　　　区　　分
部　　門　　　　　 平成１９年平成１８年

　０人　9人9人議 会

一
般
行
政
部
門普

通
会
計
部
門

守衛・運転業務の縮小・欠員不補充等による減－１人165人166人総 務
部の統合による減－２人　51人53人税 務

　０人　0人0人労 働
　０人　９人9人農 水

商工課事務の縮小－１人　10人11人商 工
建築住宅課、宅地課、みどりの課等事務の縮小－３人123人126人土 木
＜参考＞人口1万人当たり職員数　23.8人－７人367人374人計
欠員不補充等による減－１人197人198人民 生

福祉
部門 保健師の充実　１人　82人　81人衛 生

＜参考＞人口1万人当たり職員数　18.1人　０人279人279人計
－７人646人653人一般行政計

幼稚園閉園による減－１人160人161人教 育 部 門
　０人165人165人消 防 部 門

＜参考＞人口1万人当たり職員数　63.0人－８人971人979人小　 計
　０人　27人27人水　 道

会 計 部 門
公営企業等

下水道事業の縮小－１人　22人23人下 水 道
　０人　44人44人そ の 他
－１人　　93人94人小　 計

＜参考＞人口1万人当たり職員数　69.0人－９人1,064人
〔1,326人〕

1,073人
〔1,326人〕

合　　　　計
〔　〕内は、条例定数の合計

（２）年齢別職員構成の状況（平成１９年４月１日現在）
計６０歳以上５６～５９歳５２～５５歳４８～５１歳４４～４７歳４０～４３歳３６～３９歳３２～３５歳２８～３１歳２４～２７歳２０～２３歳２０歳未満区分

１,０６４人６人１３４人１８１人１９１人１４４人１１２人９１人７８人６８人４５人１３人１人職員数

（３）定員管理の数値目標および進捗状況
　①平成１８年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

全職種
１,２２２万２千円
51,790円
54.4％
19手当

支給職員１人当た
り平均支給年額
（平成１８年度決算）

支給実績
（平成１８年度決算）国の制度と異なる内容国の制度

との異同

２４６,１７９円１億４,４９９万９,５５２円同じ

３,０００円

6,000円

6,500円

1,000円

１２９,９１５円７,４９６万１,２０４円

○借家の場合（家賃12,000円を
超える場合に限る）

　家賃の額に応じて27,000円を
限度に支給

○自宅の場合
　新築・購入後5年間2,500円

異なる
限る）

7,000円

９８,２４３円８,４９８万１５８円

○電車・バスを利用する場合
　月額５５,０００円を限度として、
６カ月を超えない期間で低廉
な定期券の価格を一括支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて２,０００円～
２４,５００円を支給

異なる
数券等

５５６,０９２円１億　２８７万７,０９９円

○管理または監督の地位にある
職員の官職のうち、規則で指
定する官職を占める職員に対
し支給

　一種 130,300円
　二種 94,000円
　三種 72,700円
　四種 62,300円
　五種 49,600円
　本省庁課長補佐 33,200円

異なる

主事）

４１１,６５６円６,７０９万９,９３４円
○祝日および年末年始に勤務し
た職員に通常の時間単価に
135/100を乗じた額を支給

異なる

/100を

50/100

７１,０５３円９１６万５,８４６円同じ
日午前
25/100

３,５１９円１１１万９,０００円

○管理職が臨時または、緊急の
必要等により週休日または休
日等に勤務した場合に支給さ
れる

　　俸給の特別調整額の区分等
に応じて、勤務1回につき18,000
円～6,000円を支給する。6時
間を超える勤務は、5割増

異なる

週休日

0,000円
8,000円
6,000円
4,000円

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成１９年４月１日現在）
（１）勤務時間の状況
　　　１週間当たり３８時間４５分、１日当たり７時間４５分（完全週休２日制）
（２）休暇の制度
　　　ア　有給休暇　・（年次休暇）年間２０日

・（療養休暇）職員が負傷または疾病のため療養する場合における休暇
・（特別休暇）結婚、忌引き、夏季休暇等

　　　イ　無給休暇　・（組合休暇）登録された職員団体の業務または活動に従事するための休暇
・（介護休暇）職員が配偶者、父母、子等を介護するための休暇

（３）育児休業および部分休業の制度
　　ア　育児休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、原則１回取得
　　イ　部分休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまで
　　　　　　　　　の期間、１日を通じて２時間を超えない範囲で取得

◆職員の任免および職員数に関する状況（平成１８年度）
（１）職種別採用者数

合計再任用消防士教職員調理師精神保健福祉士
１７人３人３人６人３人２人

（２）事由別退職者数
合　計その他死　亡自己都合 勧　奨定　年
５４人１０人２人５人１６人21人

◆職員の分限および懲戒の状況（平成１８年度）
（１）職員の分限処分の状況について

降　給休　職免　職降　任
－１２人－－

（２）職員の懲戒処分の状況について
免　職停　職減　給戒　告
－２人－－

◆職員の服務の状況（平成１８年）
（１）一般職員（市長部局）の年次有給休暇の取得状況について

取　得　率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数
３０.９％１２.１日４８８人５,９０３日１９,１１６日

（２）育児休業および部分休業の状況

部分休業
取得者数うち両休業取得者数育児休業

取得者数
―――男性職員
４人１人１１人女性職員
４人１人１１人計

◆職員の競争試験および選考の状況（平成１８年度）
最終合格者数１次選考合格者数申込者数試験区分
１４人５１人１３０人一 般 行 政
４人７人　１４人土 木
５人１５人　４４人保 育
１１人２９人　３７人消 防 士

◆研修の状況（平成１８年度）
（１）庁内研修および委託研修（延べ５１４人参加）
　新規採用職員研修、マナー研修、７つの習慣研修、公務員倫理
研修、キャリアアップ研修、セクハラ防止研修、人事評価者研修、
危機管理研修、技能労務職員研修、新時代のまちづくり研修

（２）派遣研修（延べ２９人参加）
研　　修　　名研　修　先

第２部課程、税務専門課程自 治 大 学 校
建築指導国土交通大学校

固定資産税課税、住民税課税事務、安心・安全のまちづ
くり、住民行政事務、秘書事務、企画事務、公会計制度
改革セミナー、広報広聴、市町村税徴収事務

市 町 村 職 員
中 央 研 修 所

土木職員研修、主任保育士研修、法制実務研修、固
定資産税（総合）研修、接遇研修指導者養成研修、
滞納整理事務研修、課長補佐研修、中堅職員研修、
課長研修、財政研修、市町村民税研修、行政課題研
修Ⅰ、政策形成基礎研修

千 葉 県 自 治
研 修 セ ン タ ー

（３）特別研修・自主研修
人数研　　修　　名種　別
77人第６２回幹部職員共同研修会

特別研修
39人 マーケティング（広報）に関する職員研修

41人外傷応急手当講座、聖徳大学免許法認定公開講座、介護支援
専門員受験対策講座、社会福祉士養成講座、保育研究会等自主研修

全職種
1億5,237万8千円　
　　　17万7千円　
1億5,269万1千円　
　　　　17万円

純減数平成2２年4月1日職員数平成18年4月1日職員数
140人964人1,104人

（４）人事評価制度の導入
　職員が組織の中で高い士気とモラルを持って職務に取り組むためには、
個人個人の職務業績に対する評価が正しく行われている必要があります。
そこで、職員の能力ややる気を重視した適正な人事管理の実現のために
人事評価制度を導入しました。

（３）年度当初の常勤職員数（平成１９年４月１日現在）
合計水道局消防本部教育委員会農業委員会監査委員会選挙管理委員会議会市長部局
１,０６４人２７人１６５人１６０人３人５人４人９人６９１人

◆平成１８年度千葉県市町村公平委員会の業務状況について
　・流山市に措置要求に該当する案件はなし
　・流山市に不服申し立てに該当する案件はなし

注１：数値目標に対する進捗率を示しています

　②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　（各年４月１日現在）

◆職員の福祉および利益保護の状況（平成１８年度）
（１）職員定期健康診断　　一般職員　受検者数　　　６１０人
　　　　　　　　　　　　　臨時職員　受検者数　　　１２３人
（２）共済組合保健事業
　　①成人病予防検査　　　　　　　　受検者数　　　２３１人
　　②短期人間ドック　　　　　　　　受検者数　　　５４９人
（３）公務災害等補償状況
　　・公務災害療養補償　　　　　　　　　　　　　　　７件
　　・通勤災害療養補償　　　　　　　　　　　　　　　２件
（４）Ｂ型肝炎予防接種　　　　　　　　接種者数　延べ７８人
（５）健康管理講演会　　　　　　　　受講者数　　　６６人
（６）メンタルヘルス研修会　　　　　　受講者数　　　１９１人
（７）健康管理相談　　　　　　　　　　　　　　相談件数　　　　１３件

※減額措置は平成１９年５月５日で廃止
※退職手当の「１期の手当額」は、減額前の給料月額および支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額です

平成２２年数値目標平成１９年（２年目）平成１８年（１年目）区　分部　門
６４６人６５３人職員数一 般 行 政
３２５人３２６人職員数特 別 行 政
９３人９４人職員数公営企業等会計

９６４人１,０６４人（－９人）
２８.５７％（注１）１,０７３人（－３１人）職員数計

（　）　　５ 第１１５２号

市人事行政の運営状況の公表
　「流山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、前年度における職員の任用、給与、勤務時間、分限、懲戒、
服務、研修、勤務成績の判定、千葉県市町村公平委員会からの業務状況の報告等について、その概要を別表のとおり公表します。
これは、行政運営における人事の公正性・透明性を確保することを目的に行っているものです。
　なお、詳しい内容については、市ホームページや市役所情報公開コーナーでご覧いただけます。　□問 人事課　７１５０－６０６８

流山市の給与・定員管理等について

◆人件費の状況（平成１８年度普通会計決算）
（参考）平成１７年
度の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）住民基本台帳人口

（平成１９年３月３１日）区　分

２６.３％２７.８％９２億８,０７９万円　　１８億９,８９９万３千円３３３億４,４５５万１千円１５４,１９６人流山市
２６.１％２４.７％１０５億９,３３７万５千円１１億９,３１１万４千円４２８億４,１７６万１千円152,968人野田市
２６.８％２６.８％２５０億５,４８１万５千円３８億１,４８２万５千円９３３億５,５５９万４千円３８１,９９９人柏　市
２７.７％２７.６％２９９億８,９３６万５千円５１億８,４１７万８千円１,０８６億８,８３２万９千円４７０,７６５人松戸市

◆職員給与費の状況　（平成１８年度普通会計決算）

１人当たり
の給与費

給　　与　　費
職員数

計期末・勤勉手当職員手当給　料
７２２万１千円７１億１,３０８万３千円１８億５,０７３万８千円９億８,３７３万１千円４２億７,８６１万４千円９８５人

◆人件費削減措置状況
内　　容実施期間削減措置区　分

市長、副市長および教育長の給料月額を２０％減額Ｈ１５.７.１～Ｈ１９.５.５給料月額の減額

特別職
議員に支給される期末手当を５％減額Ｈ１７.１月～Ｈ１８.１２月

Ｈ１９.５.２３～Ｈ１９.１２.３１議員期末手当の減額

◆ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

全国市平均近隣市平均流山市

１０１.４１０３.２１０２.５平成１３年度

　９７.４１０１.２　９８.１平成１８年度

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数です
※近隣市平均とは、我孫子市・野田市・柏市・松戸市・鎌ヶ谷市の
ラスパイレス指数を単純平均したものです
※流山市の地域手当補正後の平成１８年度ラスパイレス指数は１０４.９です

※職員手当には退職手当を含みません。また、職員数は平成１８年４月１日現在の人数です

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　　　分
379,145円319,846円47.8歳流　山　市
363,855円322,842円49.5歳学校給食員
412,849円312,052円42.7歳清 掃 職 員
398,007円351,131円56.4歳用　務　員
406,322円347,498円50.8歳野　　田　　市
390,766円327,192円51.0歳柏　　　　　市
378,231円316,103円48.1歳松　　戸　　市
380,128円330,096円49.4歳千　　葉　　県
320,514円287,094円48.8歳国

　②技能労務職
◆職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成１９年４月１日現在）
　①一般行政職

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
483,800円386,410円47.0歳流山市
444,775円357,678円43.4歳野田市
490,280円385,387円46.3歳柏　市
５０６,８８８円３８７,９８３円４６.６歳松戸市
448,059円363,327円44.7歳千葉県
383,541円325,724円40.7歳国

◆職員の初任給の状況（平成１９年４月１日現在）
初任給区　　分
１７６,８００円大学卒

流山市

一　 般
行 政 職

１４２,８００円高校卒
１７６,７００円大学卒

野田市
１４８,０００円高校卒
１７６,８００円大学卒

柏　市
１４２,８００円高校卒
１７６,８００円大学卒

松戸市
１４２,８００円高校卒
１７６,８００円大学卒

千葉県
１４２,８００円高校卒
１８３,８００円大学卒国Ⅰ種
１７０,２００円大学卒国Ⅱ種
１４２,８００円高校卒流山市

技　 能
労 務 職

１４２,４５０円高校卒野田市
１５７,６６７円高校卒柏　市
１４０,３００円高校卒松戸市
１４２,８００円高校卒千葉県

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　（平成１９年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分
369,375円321,589円272,650円大学卒

流山市

一　般
行政職

307,700円271,033円－高校卒
360,971円311,250円265,900円大学卒

野田市
312,300円259,000円226,400円高校卒
376,338円326,907円278,021円大学卒

柏　市
327,920円279,938円－高校卒
383,536円317,320円266,800円大学卒

松戸市
329,350円272,700円220,400円高校卒
286,229円262,150円－高校卒

流山市

技　能
労務職

313,250円－－中学卒
－－－高校卒

野田市
299,500円－－中学卒
285,988円262,000円－高校卒

柏　市
－－－中学卒

339,300円－－高校卒
松戸市

277,194円248,272円236,900円中学卒

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成１９年４月１日現在）

５年前の構成比１年前の構成比構　成　比職　員　数標準的な職務内容区　　　分

2.8％0.2％3.0％15人事務員／技術員１　　級

7.7％9.4％7.3％37人主事／技師２　　級

15.1％7.5％15.4％78人副主査／主任主事／主任技師３　　級

4.6％8.8％32.0％162人係長／主査４　　級

38.5％33.8％14.6％74人係長／主査５　　級

7.9％14.3％15.6％79人課長補佐６　　級

11.6％13.8％9.1％46人次長／課長７　　級

9.4％9.4％３.０％15人部長／事務局長８　　級

2.4％2.8％－－（部長／事務局長）９　　級

１００％１００％１００％506人合　　　計

※流山市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
※平成１9年４月１日から、以前の3級と４級を統合し、区分を９級から８級に変更しました

◆職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

千　　葉　　県流　　山　　市
１人当たり平均支給額（１８年度）

189万6千円
（１８年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当
　3.0　月分　　　1.45　月分
（1.6）月分　　（0.75）月分

（１８年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
　3.0　月分　　　1.45　月分
（1.6）月分　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等によ
る加算措置

加算措置あり

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等によ
る加算措置
役職加算5％～15％（１８年度）

（２）退職手当（平成１９年４月１日現在）
流　　山　　市

（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
勤続２０年３０.５５月分2３.５　月分勤続２０年
勤続２５年4１.３４月分33.5　月分勤続２５年
勤続３５年59.28月分47.5　月分勤続３５年
最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額
○その他の加
　定年前早期

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
○１人当たり平均支給額
 １,１４４万９千円（自己都合）
 ２,７２０万８千円（勧奨・定年）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１８年度に退職した職

（３）地域手当（平成１９年４月１日現在）
支給実績（平成１８年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度決算）
支給対象職員数支給率支給対象地域

1,0３1人８％全地域

（４）特殊勤務手当（平成１９年４月１日現在）
区　　　分

支給実績（平成１８年度決算）
支給職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１８年度）
手当の種類（手当数）

（５）時間外勤務手当

（６）その他の主な手当（平成１９年４月１日現在）

内容および支給単価手当名

○配偶者 １３
○配偶者以外の扶養親族
　1人につき 6
＊職員に扶養親族でない配偶者あり
　そのうち1人につき、 6
＊職員に配偶者なし
　そのうち1人につき、 11
（１６歳～２２歳の子１人につき、5,000円加算）

扶 養 手 当

○借家の場合（家賃11,500円を超える場合に限
　家賃の額に応じて27,500円を限度に支給
○自宅の場合（世帯主に限る） 7

住 居 手 当

○電車・バスを利用する場合
　６カ月を超えない期間で低廉な定期券・回数
　の価格を一括支給
○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて５,１００円～３２,８３０円を支給

通 勤 手 当

○5級～8級の管理職に支給される

8級（部長相当職）　給料月額の15%
7級（課長相当職）　給料月額の12%
6級（課長補佐相当職）給料月額の10%
5級で管理職であるもの（指導主事、管理主
給料月額の9%

管理職手当

○祝日に勤務した職員に通常の時間単価に135/
乗じた額を支給

○年末年始に勤務した職員に通常の時間単価に15
を乗じた額を支給

休日勤務手当

○正規の勤務時間として深夜（午後10時～翌
５時）に勤務した職員に通常の時間単価に2
を乗じた額を支給

夜間勤務手当

○管理職が臨時または、緊急の必要等により週
または休日等に勤務した場合に支給される

　8級（部長相当職）　　　　　　　　　　　10
　7級（課長相当職）　　　　　　　　　　　8
　6級（課長補佐相当職）　　　　　　　　　6
　5級で管理職であるもの（指導主事、管理主事）　4

管理職特別
勤 務 手 当

※「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均をいい、「平均給与月額」
とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時
間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです

　給与・定員管理等の公表は、「地方公共団体における職員給与等の公表について」（平成１９年９月７日付総務省自
治行政局通知）の様式記載要領などに準じて掲載しているものです。
　なお、表中の千葉県の数値は「千葉県民だより」を、近隣市の数値は各市の協力によって作成しました。また、
引用した資料の違いにより、数値が異なる場合があります。

◆昇給への勤務成績の反映状況（平成１８年度）
普通昇給　　９０３人　　　特別昇給　　４９人

※(  )内は、再任用職員に係る支給割合です
※1人当たりの平均支給額は、特別職３人を除く

区　　　分
支給実績（平成１８年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度決算）
支給実績（平成１７年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）
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平成１９年１２月１５日（土曜日）　　　（　）４

◆特別職の報酬等の状況（平成１９年４月１日現在）
給　料　月　額　等区　　分

（参考）近隣市における最高額／最低額減額措置後の額条例上の額
給　　料 １,０５０,０００円／８６３,０００円　７４４,０００円９３０,０００円市　長

８６０,０００円／７３７,０００円６４２,４００円８０３,０００円副市長
７２０,０００円／５０５,０００円５５０,０００円議　長

報　　酬 ６６０,０００円／４５５,０００円４９０,０００円副議長
５９０,０００円／４３０,０００円４６０,０００円議　員

（平成１８年度支給割合）
４.４５月分

市　長

期末手当 
副市長

（平成１８年度支給割合）
４.４５月分

議　長
副議長
議　員

（支給時期）（１期の手当額）（算定方式）
退職手当 任期毎１,５６２万円給料月額×在職月数×０.３５市　長

任期毎　９６４万円給料月額×在職月数×０.２５副市長

国

（１８年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
　3.0　月分　　　1.45　月分
（1.6）月分　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5％～20％
管理職加算10％～25％

国
勧奨・定年自己都合
３０.５５月分2３.５　月分
4１.３４月分33.5　月分
59.28月分47.5　月分
59.28月分59.28月分

加算措置
期退職特例措置（2％～20％加算）

職員に支給された平均額です

３億８,２７３万７千円
３７１,２２９円

国の制度（支給率）
２％

（平成２２年度から３％）

◆職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１９年４月１日現在）

主な増減理由
対前年
増減数

職　員　数　　　　　区　　分
部　　門　　　　　 平成１９年平成１８年

　０人　9人9人議 会

一
般
行
政
部
門普

通
会
計
部
門

守衛・運転業務の縮小・欠員不補充等による減－１人165人166人総 務
部の統合による減－２人　51人53人税 務

　０人　0人0人労 働
　０人　９人9人農 水

商工課事務の縮小－１人　10人11人商 工
建築住宅課、宅地課、みどりの課等事務の縮小－３人123人126人土 木
＜参考＞人口1万人当たり職員数　23.8人－７人367人374人計
欠員不補充等による減－１人197人198人民 生

福祉
部門 保健師の充実　１人　82人　81人衛 生

＜参考＞人口1万人当たり職員数　18.1人　０人279人279人計
－７人646人653人一般行政計

幼稚園閉園による減－１人160人161人教 育 部 門
　０人165人165人消 防 部 門

＜参考＞人口1万人当たり職員数　63.0人－８人971人979人小　 計
　０人　27人27人水　 道

会 計 部 門
公営企業等

下水道事業の縮小－１人　22人23人下 水 道
　０人　44人44人そ の 他
－１人　　93人94人小　 計

＜参考＞人口1万人当たり職員数　69.0人－９人1,064人
〔1,326人〕

1,073人
〔1,326人〕

合　　　　計
〔　〕内は、条例定数の合計

（２）年齢別職員構成の状況（平成１９年４月１日現在）
計６０歳以上５６～５９歳５２～５５歳４８～５１歳４４～４７歳４０～４３歳３６～３９歳３２～３５歳２８～３１歳２４～２７歳２０～２３歳２０歳未満区分

１,０６４人６人１３４人１８１人１９１人１４４人１１２人９１人７８人６８人４５人１３人１人職員数

（３）定員管理の数値目標および進捗状況
　①平成１８年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

全職種
１,２２２万２千円
51,790円
54.4％
19手当

支給職員１人当た
り平均支給年額
（平成１８年度決算）

支給実績
（平成１８年度決算）国の制度と異なる内容国の制度

との異同

２４６,１７９円１億４,４９９万９,５５２円同じ

３,０００円

6,000円

6,500円

1,000円

１２９,９１５円７,４９６万１,２０４円

○借家の場合（家賃12,000円を
超える場合に限る）

　家賃の額に応じて27,000円を
限度に支給

○自宅の場合
　新築・購入後5年間2,500円

異なる
限る）

7,000円

９８,２４３円８,４９８万１５８円

○電車・バスを利用する場合
　月額５５,０００円を限度として、
６カ月を超えない期間で低廉
な定期券の価格を一括支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて２,０００円～
２４,５００円を支給

異なる
数券等

５５６,０９２円１億　２８７万７,０９９円

○管理または監督の地位にある
職員の官職のうち、規則で指
定する官職を占める職員に対
し支給

　一種 130,300円
　二種 94,000円
　三種 72,700円
　四種 62,300円
　五種 49,600円
　本省庁課長補佐 33,200円

異なる

主事）

４１１,６５６円６,７０９万９,９３４円
○祝日および年末年始に勤務し
た職員に通常の時間単価に
135/100を乗じた額を支給

異なる

/100を

50/100

７１,０５３円９１６万５,８４６円同じ
日午前
25/100

３,５１９円１１１万９,０００円

○管理職が臨時または、緊急の
必要等により週休日または休
日等に勤務した場合に支給さ
れる

　　俸給の特別調整額の区分等
に応じて、勤務1回につき18,000
円～6,000円を支給する。6時
間を超える勤務は、5割増

異なる

週休日

0,000円
8,000円
6,000円
4,000円

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成１９年４月１日現在）
（１）勤務時間の状況
　　　１週間当たり３８時間４５分、１日当たり７時間４５分（完全週休２日制）
（２）休暇の制度
　　　ア　有給休暇　・（年次休暇）年間２０日

・（療養休暇）職員が負傷または疾病のため療養する場合における休暇
・（特別休暇）結婚、忌引き、夏季休暇等

　　　イ　無給休暇　・（組合休暇）登録された職員団体の業務または活動に従事するための休暇
・（介護休暇）職員が配偶者、父母、子等を介護するための休暇

（３）育児休業および部分休業の制度
　　ア　育児休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまでの期間、原則１回取得
　　イ　部分休業　３歳未満の子を養育する職員が、子が３歳に達するまで
　　　　　　　　　の期間、１日を通じて２時間を超えない範囲で取得

◆職員の任免および職員数に関する状況（平成１８年度）
（１）職種別採用者数

合計再任用消防士教職員調理師精神保健福祉士
１７人３人３人６人３人２人

（２）事由別退職者数
合　計その他死　亡自己都合 勧　奨定　年
５４人１０人２人５人１６人21人

◆職員の分限および懲戒の状況（平成１８年度）
（１）職員の分限処分の状況について

降　給休　職免　職降　任
－１２人－－

（２）職員の懲戒処分の状況について
免　職停　職減　給戒　告
－２人－－

◆職員の服務の状況（平成１８年）
（１）一般職員（市長部局）の年次有給休暇の取得状況について

取　得　率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数
３０.９％１２.１日４８８人５,９０３日１９,１１６日

（２）育児休業および部分休業の状況

部分休業
取得者数うち両休業取得者数育児休業

取得者数
―――男性職員
４人１人１１人女性職員
４人１人１１人計

◆職員の競争試験および選考の状況（平成１８年度）
最終合格者数１次選考合格者数申込者数試験区分
１４人５１人１３０人一 般 行 政
４人７人　１４人土 木
５人１５人　４４人保 育
１１人２９人　３７人消 防 士

◆研修の状況（平成１８年度）
（１）庁内研修および委託研修（延べ５１４人参加）
　新規採用職員研修、マナー研修、７つの習慣研修、公務員倫理
研修、キャリアアップ研修、セクハラ防止研修、人事評価者研修、
危機管理研修、技能労務職員研修、新時代のまちづくり研修

（２）派遣研修（延べ２９人参加）
研　　修　　名研　修　先

第２部課程、税務専門課程自 治 大 学 校
建築指導国土交通大学校

固定資産税課税、住民税課税事務、安心・安全のまちづ
くり、住民行政事務、秘書事務、企画事務、公会計制度
改革セミナー、広報広聴、市町村税徴収事務

市 町 村 職 員
中 央 研 修 所

土木職員研修、主任保育士研修、法制実務研修、固
定資産税（総合）研修、接遇研修指導者養成研修、
滞納整理事務研修、課長補佐研修、中堅職員研修、
課長研修、財政研修、市町村民税研修、行政課題研
修Ⅰ、政策形成基礎研修

千 葉 県 自 治
研 修 セ ン タ ー

（３）特別研修・自主研修
人数研　　修　　名種　別
77人第６２回幹部職員共同研修会

特別研修
39人 マーケティング（広報）に関する職員研修

41人外傷応急手当講座、聖徳大学免許法認定公開講座、介護支援
専門員受験対策講座、社会福祉士養成講座、保育研究会等自主研修

全職種
1億5,237万8千円　
　　　17万7千円　
1億5,269万1千円　
　　　　17万円

純減数平成2２年4月1日職員数平成18年4月1日職員数
140人964人1,104人

（４）人事評価制度の導入
　職員が組織の中で高い士気とモラルを持って職務に取り組むためには、
個人個人の職務業績に対する評価が正しく行われている必要があります。
そこで、職員の能力ややる気を重視した適正な人事管理の実現のために
人事評価制度を導入しました。

（３）年度当初の常勤職員数（平成１９年４月１日現在）
合計水道局消防本部教育委員会農業委員会監査委員会選挙管理委員会議会市長部局
１,０６４人２７人１６５人１６０人３人５人４人９人６９１人

◆平成１８年度千葉県市町村公平委員会の業務状況について
　・流山市に措置要求に該当する案件はなし
　・流山市に不服申し立てに該当する案件はなし

注１：数値目標に対する進捗率を示しています

　②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　（各年４月１日現在）

◆職員の福祉および利益保護の状況（平成１８年度）
（１）職員定期健康診断　　一般職員　受検者数　　　６１０人
　　　　　　　　　　　　　臨時職員　受検者数　　　１２３人
（２）共済組合保健事業
　　①成人病予防検査　　　　　　　　受検者数　　　２３１人
　　②短期人間ドック　　　　　　　　受検者数　　　５４９人
（３）公務災害等補償状況
　　・公務災害療養補償　　　　　　　　　　　　　　　７件
　　・通勤災害療養補償　　　　　　　　　　　　　　　２件
（４）Ｂ型肝炎予防接種　　　　　　　　接種者数　延べ７８人
（５）健康管理講演会　　　　　　　　受講者数　　　６６人
（６）メンタルヘルス研修会　　　　　　受講者数　　　１９１人
（７）健康管理相談　　　　　　　　　　　　　　相談件数　　　　１３件

※減額措置は平成１９年５月５日で廃止
※退職手当の「１期の手当額」は、減額前の給料月額および支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額です

平成２２年数値目標平成１９年（２年目）平成１８年（１年目）区　分部　門
６４６人６５３人職員数一 般 行 政
３２５人３２６人職員数特 別 行 政
９３人９４人職員数公営企業等会計

９６４人１,０６４人（－９人）
２８.５７％（注１）１,０７３人（－３１人）職員数計

（　）　　５ 第１１５２号

市人事行政の運営状況の公表
　「流山市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、前年度における職員の任用、給与、勤務時間、分限、懲戒、
服務、研修、勤務成績の判定、千葉県市町村公平委員会からの業務状況の報告等について、その概要を別表のとおり公表します。
これは、行政運営における人事の公正性・透明性を確保することを目的に行っているものです。
　なお、詳しい内容については、市ホームページや市役所情報公開コーナーでご覧いただけます。　□問 人事課　７１５０－６０６８

流山市の給与・定員管理等について

◆人件費の状況（平成１８年度普通会計決算）
（参考）平成１７年
度の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）住民基本台帳人口

（平成１９年３月３１日）区　分

２６.３％２７.８％９２億８,０７９万円　　１８億９,８９９万３千円３３３億４,４５５万１千円１５４,１９６人流山市
２６.１％２４.７％１０５億９,３３７万５千円１１億９,３１１万４千円４２８億４,１７６万１千円152,968人野田市
２６.８％２６.８％２５０億５,４８１万５千円３８億１,４８２万５千円９３３億５,５５９万４千円３８１,９９９人柏　市
２７.７％２７.６％２９９億８,９３６万５千円５１億８,４１７万８千円１,０８６億８,８３２万９千円４７０,７６５人松戸市

◆職員給与費の状況　（平成１８年度普通会計決算）

１人当たり
の給与費

給　　与　　費
職員数

計期末・勤勉手当職員手当給　料
７２２万１千円７１億１,３０８万３千円１８億５,０７３万８千円９億８,３７３万１千円４２億７,８６１万４千円９８５人

◆人件費削減措置状況
内　　容実施期間削減措置区　分

市長、副市長および教育長の給料月額を２０％減額Ｈ１５.７.１～Ｈ１９.５.５給料月額の減額

特別職
議員に支給される期末手当を５％減額Ｈ１７.１月～Ｈ１８.１２月

Ｈ１９.５.２３～Ｈ１９.１２.３１議員期末手当の減額

◆ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

全国市平均近隣市平均流山市

１０１.４１０３.２１０２.５平成１３年度

　９７.４１０１.２　９８.１平成１８年度

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数です
※近隣市平均とは、我孫子市・野田市・柏市・松戸市・鎌ヶ谷市の
ラスパイレス指数を単純平均したものです
※流山市の地域手当補正後の平成１８年度ラスパイレス指数は１０４.９です

※職員手当には退職手当を含みません。また、職員数は平成１８年４月１日現在の人数です

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　　　　分
379,145円319,846円47.8歳流　山　市
363,855円322,842円49.5歳学校給食員
412,849円312,052円42.7歳清 掃 職 員
398,007円351,131円56.4歳用　務　員
406,322円347,498円50.8歳野　　田　　市
390,766円327,192円51.0歳柏　　　　　市
378,231円316,103円48.1歳松　　戸　　市
380,128円330,096円49.4歳千　　葉　　県
320,514円287,094円48.8歳国

　②技能労務職
◆職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成１９年４月１日現在）
　①一般行政職

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
483,800円386,410円47.0歳流山市
444,775円357,678円43.4歳野田市
490,280円385,387円46.3歳柏　市
５０６,８８８円３８７,９８３円４６.６歳松戸市
448,059円363,327円44.7歳千葉県
383,541円325,724円40.7歳国

◆職員の初任給の状況（平成１９年４月１日現在）
初任給区　　分
１７６,８００円大学卒

流山市

一　 般
行 政 職

１４２,８００円高校卒
１７６,７００円大学卒

野田市
１４８,０００円高校卒
１７６,８００円大学卒

柏　市
１４２,８００円高校卒
１７６,８００円大学卒

松戸市
１４２,８００円高校卒
１７６,８００円大学卒

千葉県
１４２,８００円高校卒
１８３,８００円大学卒国Ⅰ種
１７０,２００円大学卒国Ⅱ種
１４２,８００円高校卒流山市

技　 能
労 務 職

１４２,４５０円高校卒野田市
１５７,６６７円高校卒柏　市
１４０,３００円高校卒松戸市
１４２,８００円高校卒千葉県

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　（平成１９年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分
369,375円321,589円272,650円大学卒

流山市

一　般
行政職

307,700円271,033円－高校卒
360,971円311,250円265,900円大学卒

野田市
312,300円259,000円226,400円高校卒
376,338円326,907円278,021円大学卒

柏　市
327,920円279,938円－高校卒
383,536円317,320円266,800円大学卒

松戸市
329,350円272,700円220,400円高校卒
286,229円262,150円－高校卒

流山市

技　能
労務職

313,250円－－中学卒
－－－高校卒

野田市
299,500円－－中学卒
285,988円262,000円－高校卒

柏　市
－－－中学卒

339,300円－－高校卒
松戸市

277,194円248,272円236,900円中学卒

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成１９年４月１日現在）

５年前の構成比１年前の構成比構　成　比職　員　数標準的な職務内容区　　　分

2.8％0.2％3.0％15人事務員／技術員１　　級

7.7％9.4％7.3％37人主事／技師２　　級

15.1％7.5％15.4％78人副主査／主任主事／主任技師３　　級

4.6％8.8％32.0％162人係長／主査４　　級

38.5％33.8％14.6％74人係長／主査５　　級

7.9％14.3％15.6％79人課長補佐６　　級

11.6％13.8％9.1％46人次長／課長７　　級

9.4％9.4％３.０％15人部長／事務局長８　　級

2.4％2.8％－－（部長／事務局長）９　　級

１００％１００％１００％506人合　　　計

※流山市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
※平成１9年４月１日から、以前の3級と４級を統合し、区分を９級から８級に変更しました

◆職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

千　　葉　　県流　　山　　市
１人当たり平均支給額（１８年度）

189万6千円
（１８年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当
　3.0　月分　　　1.45　月分
（1.6）月分　　（0.75）月分

（１８年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
　3.0　月分　　　1.45　月分
（1.6）月分　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等によ
る加算措置

加算措置あり

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等によ
る加算措置
役職加算5％～15％（１８年度）

（２）退職手当（平成１９年４月１日現在）
流　　山　　市

（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
勤続２０年３０.５５月分2３.５　月分勤続２０年
勤続２５年4１.３４月分33.5　月分勤続２５年
勤続３５年59.28月分47.5　月分勤続３５年
最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額
○その他の加
　定年前早期

○その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
○１人当たり平均支給額
 １,１４４万９千円（自己都合）
 ２,７２０万８千円（勧奨・定年）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１８年度に退職した職

（３）地域手当（平成１９年４月１日現在）
支給実績（平成１８年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度決算）
支給対象職員数支給率支給対象地域

1,0３1人８％全地域

（４）特殊勤務手当（平成１９年４月１日現在）
区　　　分

支給実績（平成１８年度決算）
支給職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１８年度）
手当の種類（手当数）

（５）時間外勤務手当

（６）その他の主な手当（平成１９年４月１日現在）

内容および支給単価手当名

○配偶者 １３
○配偶者以外の扶養親族
　1人につき 6
＊職員に扶養親族でない配偶者あり
　そのうち1人につき、 6
＊職員に配偶者なし
　そのうち1人につき、 11
（１６歳～２２歳の子１人につき、5,000円加算）

扶 養 手 当

○借家の場合（家賃11,500円を超える場合に限
　家賃の額に応じて27,500円を限度に支給
○自宅の場合（世帯主に限る） 7

住 居 手 当

○電車・バスを利用する場合
　６カ月を超えない期間で低廉な定期券・回数
　の価格を一括支給
○乗用車等を使用する場合
　使用距離に応じて５,１００円～３２,８３０円を支給

通 勤 手 当

○5級～8級の管理職に支給される

8級（部長相当職）　給料月額の15%
7級（課長相当職）　給料月額の12%
6級（課長補佐相当職）給料月額の10%
5級で管理職であるもの（指導主事、管理主
給料月額の9%

管理職手当

○祝日に勤務した職員に通常の時間単価に135/
乗じた額を支給

○年末年始に勤務した職員に通常の時間単価に15
を乗じた額を支給

休日勤務手当

○正規の勤務時間として深夜（午後10時～翌
５時）に勤務した職員に通常の時間単価に2
を乗じた額を支給

夜間勤務手当

○管理職が臨時または、緊急の必要等により週
または休日等に勤務した場合に支給される

　8級（部長相当職）　　　　　　　　　　　10
　7級（課長相当職）　　　　　　　　　　　8
　6級（課長補佐相当職）　　　　　　　　　6
　5級で管理職であるもの（指導主事、管理主事）　4

管理職特別
勤 務 手 当

※「平均給料月額」とは、職員の基本給の平均をいい、「平均給与月額」
とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時
間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです

　給与・定員管理等の公表は、「地方公共団体における職員給与等の公表について」（平成１９年９月７日付総務省自
治行政局通知）の様式記載要領などに準じて掲載しているものです。
　なお、表中の千葉県の数値は「千葉県民だより」を、近隣市の数値は各市の協力によって作成しました。また、
引用した資料の違いにより、数値が異なる場合があります。

◆昇給への勤務成績の反映状況（平成１８年度）
普通昇給　　９０３人　　　特別昇給　　４９人

※(  )内は、再任用職員に係る支給割合です
※1人当たりの平均支給額は、特別職３人を除く

区　　　分
支給実績（平成１８年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度決算）
支給実績（平成１７年度決算）
職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）
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平成１９年１２月１５日（土曜日）　　　（　）６第１１５２号
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麻しん（はしか）にご注意を
　麻しん（はしか）になると、発熱、せき、鼻
汁、目やに、発疹などの症状が現れます。
　最初３日～４日は３８℃前後の熱で、一時治
まりかけたかと思うと、また３９℃ ～４０℃ の
高熱と発疹が出ます。
　こんな症状がある場合は、速やかに医療機
関で受診し、できるだけ安静にしましょう。
また、人が集まる場所には出ないようにしま
しょう。
　麻しんの予防接種を受けていない方、麻し
んにかかったことのない方は、かかりつけ医
に相談の上、早めに予防接種を受けることを
お勧めします。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
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学童保育所学童保育所
　来年４月から入所の来年４月から入所の

児童募集児童募集　

年末年始の特別警戒取締り年末年始の特別警戒取締り

ひったくり、空き巣に注意！　ひったくり、空き巣に注意！ 

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１９年９月・１０月）

測定数値　保証数値
法・条例に
よる規制値

項　　　目

１以下１０月１０以下ー
硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

６以下１０月３０以下２５０以下
窒素酸化物
（ppm）

２以下１０月１０以下４３０以下
塩化水素
（ppm）

１以下１０月５以下８０以下
ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.０１２以下１０月０.０３以下ー
水銀

（mg/�Ｎ）

０.０００１１以下９月０.０１以下１以下
ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた
日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９３,６９０台４７,４６１台４６,２２９台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年１０月）

青　田東初石西初石若葉台項　　　目

６３１９１４７４４時　間①騒音　

０（０）０（０）０（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

　千葉県では、運転免許証
の偽造防止やプライバシー
の保護等を目的に、平成２０
年１月４日以降に申請を受
理した運転免許証が、すべ
て「ＩＣカード免許証」と
なります（写真参照）。
　ＩＣカード免許証は、暗証番号（４桁の数字）が２
組必要となります。任意の数字をあらかじめ考えてお
いてください。なお、キャッシュカード、クレジット
カード等の暗証番号とは異なる番号を設定するように
してください。
　※ＩＣカード免許証の導入に伴い、交付手数料等も
変わります。詳細は問い合わせを
　□問 流山運転免許センター�７１４７－２０００／流
山警察署�７１５９－０１１０

◇　外国語入門講座の補充募集　◇
２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００日日日日日日日日日日日日日日日日ままままままままままままままままででででででででででででででででにににににににににににににににに申申申申申申申申申申申申申申申申しししししししししししししししし込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみをををををををををををををををを２０日までに申し込みを

　流山市国際交流協会では、スペイン語入門・中国語入門・英会話
入門講座の１月期（１月～３月）の受講生を補充募集します。
　受講される方には、同協会の会員（年会費２,０００円）となっていただ
きますので、あらかじめご了承願います。
　▽講座名・開催日等＝別表のとおり▽定員＝若干名（多数抽選）▽
参加費＝１期３,０００円（別途教材費、同協会年会費２,０００円あり）▽申し
込み＝往復ハガキに希望講座名、住所、氏名、電話番号、返信用に
宛名を明記の上、１２月２０日（必着）までに〒２７０－０１９２流山市
役所企画政策課内流山市国際交流協会事務局へ

臨
時
職
員
を
募
集

臨
時
職
員
を
募
集 

子
育
て
支
援
に
あ
な
た
の
力
を

子
育
て
支
援
に
あ
な
た
の
力
を

公立保育所

運転免許証ＩＣカード化 
平成２０年１月４日から

　

市
内
の
公
立
保
育
所
で
は
、
延
長
保
育
士
、
臨
時

保
育
士
、
看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
支

援
に
、
あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

学
童
保
育
所
で
は
、
平

成　

年
４
月
か
ら
入
所
希

２０

望
の
児
童
（
概
ね
小
学
１

〜
３
年
生
）
を
募
集
し
ま

す
（
別
表
参
照
）。

　

学
童
保
育
所
は
、
両
親

が
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
放
課
後
に
児
童
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
に
預

け
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

で
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
細 

は
、
各
学
童
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
募
集
期
間
＝
１
月
１

日
�
〜　

日
�
▽
申
込
資

１５

格
＝
①
申
込
者
が
日
本
国

籍
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

外
国
人
で
在
留
期
間
が
１

年
以
上
の
在
留
資
格
を
有

す
る
方
お
よ
び
日
本
人
の

配
偶
者
等
の
方
②
同
居
親

族
の
あ
る
方
③
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
方
④
千
葉
県

内
に
住
所
を
有
す
る
方
⑤

基
準
を
満
た
す
連
帯
保
証

人
が
い
る
方
⑥
収
入
基
準

に
適
合
し
て
い
る
方
※
申

　

市
内
の
農
業
従
事
者 

が
、
農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
得

る
た
め
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
行
わ
れ
て
い
る
選

挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

期
限
は
、
１
月　

日
�
ま

１０

で
で
す
。

　

既
に
配
布
済
み
の
申
請

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
返
送
用
封
筒
に
封
入

の
上
、
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
＝
昭
和　

年
４

６３

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、　
１０

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
方
お
よ
び
同

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

で
、
年
間　

日
以
上
農
業

６０

に
従
事
し
て
い
る
方

　

□問
 

市
農
業
委
員
会
事
務

局
�
７
１
５
０
―
６
１
０

２

込
用
紙
等
は　

月　

日
か

１２

２５

ら
、
①
市
建
築
住
宅
課
、

各
出
張
所
（
い
ず
れ
も
土

・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
②
各
公
民
館

（
年
末
年
始
を
除
く
）
で

配
布
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

千
葉
県
住
宅
供
給
公

社
�
０
４
３
―
２
２
２
―

９
２
０
０

　学童保育所一覧表

電話番号小学校区学童保育所名

７１５４－２２７７江戸川台小江戸川台学童クラブ

７１５３－５１００西初石小西初石子どもルーム

７１５９－５９２１流山北小ちびっこクラブ

７１７３－９３１３向小金小たけの子ルーム

７１４５－４４１４長崎小ひよどり学童クラブ

７１５２－２２３１八木北小、小山小山びこルーム

７１５９－７９７０南流山小あすなろ学童クラブ

７１５５－３６３６西深井小たんぽぽ学童クラブ

７１５６－０７７８東深井小もりのいえ学童クラブ

７１５０－２６５６流山小おおぞら学童

７１５４－２１１４新川小つくしんぼ学童クラブ

７１５０－５７９７八木南小そよかぜ学童クラブ

７１５０－３３６６鰭ケ崎小ひまわり学童クラブ

７１４６－８５５８東小あずま学童クラブ

場　所時　間開催日講座名
南流山センター１０：３５～１２：００第１・３木曜スペイン語入門
北部中学校１３：３０～１５：００第１・３木曜中国語入門
コミュニティプラザ１０：００～１１：３０第１・３金曜英会話入門

　□問 企画政策課�７１５０－６０６４

　

警
察
で
は
、
今
月　

日
１０

か
ら
来
年
１
月
３
日
ま
で
、

「
年
末
年
始
特
別
警
戒
取

締
り
」
を
実
施
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
や
交
通
取
り
締
ま

り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

　

流
山
警
察
署
で
は
、
期

間
中
に
各
種
団
体
と
協
力

し
て
、
一
斉
街
頭
パ
ト
ロ

ー
ル
や
交
通
取
り
締
ま
り

等
を
実
施
し
ま
す
。

　

何
か
と
慌
し
い
年
末
年

始
は
、
長
時
間
家
を
空
け

た
り
、
外
出
す
る
機
会
が

多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
空

き
巣
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど

の
犯
罪
の
多
発
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
犯
罪
の
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
、

楽
し
い
年
末
年
始
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―
０
１
１
０

１
月

日
は

　

１
月　

日
は　
　

１０１０

「
１
１
０
番
の
日
」

　

「
１
１
０
番
の
日
」

　

警
察
で
は
、
１
１
０
番

の
仕
組
み
や
適
切
な
利
用

方
法
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
１
月　

日
を

１０

「
１
１
０
番
の
日
」
と
定

め
、
１
１
０
番
通
報
へ
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

「
１
１
０
番
」
は
緊
急

電
話
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
や
ご
相
談
は
、
相
談
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
（
�
０

４
３
―
２
２
７
―
９
１
１

０
）
ま
た
は
警
察
署
、
交

番
等
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―
０
１
１
０

延
長
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久

木
・
江
戸
川
台
・
名
都
借
・

長
崎
・
東
深
井
保
育
所
▽

勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
…

７
時
〜
８
時　

分
、　

時

３０

１６

〜　

時
、
土
曜
…
７
時
〜

１９
８
時　

分
、　

時　

分
〜

３０

１１

３０

　

時
※
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ

１９ョ
ン
あ
り
▽
時
間
給
＝
９

２
０
円
（
有
資
格
者
９
３

０
円
）
※
い
ず
れ
も
交
通

費
別
途
支
給

臨
時
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
公

立
保
育
所
▽
応
募
資
格
＝

有
資
格
者
▽
勤
務
時
間
＝

月
〜
金
曜
…
８
時　

分
〜

３０

　

時
、
土
曜
…
８
時　

分

１７

３０

〜　

時
、
８
時　

分
〜　

１２

３０

１７

時
▽
時
間
給
＝
１
０
０
０

円
看
護
師　
　

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久

木
保
育
所
▽
応
募
資
格
＝

有
資
格
者
▽
勤
務
日
／
時

間
＝
月
〜
金
曜
／
８
時　
３０

分
〜　

時
▽
時
間
給
＝
１

１７

１
８
０
円
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０

―
６
１
２
４

この部分にICチップが内蔵されています 

空
欄
と
な
り
ま
す 

農農業業委委員員会会
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第１１５２号（　）　　　平成１９年１２月１５日（土曜日）７

★印のあるものは市主催のものです 

第２３６回サロンコンサート 
�♪　今月は２１日に　�♪

　▽日時＝１２月２１日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラ
リー▽テーマ＝クリスマス特集▽曲目＝①主よ、人の望みの喜
びよ②「メサイア」より“おおシオンの娘よ、おおいに喜べ”③ア
ヴェ・マリア④クリスマス讃美歌メドレー⑤アメージング･グ
レイス⑥赤鼻のトナカイ⑦きよしこの夜▽出演＝伊津野志保
（ソプラノ）、梅田恵里（ヴァイオリン）、高樋純子（ピアノ）
　□問 流山市音楽家協会・里舘�７１５３－４０８５

　ＣＡＮ青芸「未確認ともだち物体」（ＮＰＯ法
人流山おやこ劇場主催、市教委後援）＝１２月１６日
�１８時～１９時、生涯学習センター。入場料２,０００円
（小学４年～高校生１,５００円）※前売りは各５００円引
き□問 小舘�０９０－９６７９－４２７１
　オカリナ交流クリスマス会（小さな小さな音楽
会主催）＝１２月２２日�１３時～１５時、生涯学習セン
ター。入場料１,０００円□問 倉敷�７１５３－００８９
（１８時以降）
　市の谷の市（フリーマーケット）（円東寺主催）
＝１２月２２日�９時～１２時、円東寺（市野谷）。入場
料無料□問 増田�７１５０－１３１３
　第１１回千葉県生涯大学校東葛飾学園「陶芸専攻
科」作品展＝１月１７日�～２０日�１０時～２０時（１７
日は１２時から、２０日は１８時まで）、柏市民ギャラ
リー（高島屋Ｓ館８階）。入場料無料□問 秋山�
７１５３－４６７９
　新春を言祝ぐ「謡初」（流山市能楽研究会主催）
＝１月１３日�１０時～１６時、直道能舞台（初石）。入
場料無料※１月６日１０時から同会場で講座説明会も
開催□問 伊藤�７１５５－１１３１

　バイオレット（インディアカ）＝毎週土曜１９時
～２１時、向 小 金 小 学 校 □問 中 澤 �７１７３－
８０５８（１８時以降）
　駒木台カラオケ友の会＝月２回土曜（第２・第３・
第４土曜のうち２回）１０時～１７時、駒木台福祉会館
□問 千葉�０９０－８８７８－２０８８
　リフレッシュ体操（音楽に合わせて楽しく体操）
＝毎週火曜１０時～１１時３０分、森の図書館□問 根本�
７１５２－７７１９

�
　

★
身
体
障
害
者
の
た
め

の
料
理
講
座

　

▽
日
時
＝
１
月
８
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初

１０

１３

石
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
在
住
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
／　

人
２０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
調

理
実
習
「
牡
蠣
（
か
き
）

の
炊
き
込
み
ご
飯
、
豚
キ

ム
チ
鍋
、五
目
茶
碗
蒸
し
、

日
の
出
寒
」、自
助
具
の
紹

介
▽
参
加
費
＝
７
０
０
円

程
度
（
材
料
代
）
▽
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▽
申
し
込
み
＝　

月　

日

１２

２１

講
座
・
講
演

プ
ラ
ザ
館
を
会
場
に
、
市

民
の
方
を
対
象
と
し
た
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

①
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�

２１

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１０

１６

２０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
３
０
０
円（
材
料
代
）

▽
持
ち
物
＝
古
バ
ス
タ
オ

ル
、
は
さ
み
、
昼
食

　

②
新
聞
紙
で
コ
サ
ー
ジ

ュ
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�

２２

　

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

１３

１５

１０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
新

聞
紙
、
は
さ
み
、
も
の
さ

し
、
ボ
ン
ド
、
竹
串
１
本
、

安
全
ピ
ン

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に

つ
き
１
講
座
）に
講
座
名
、

開
催
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、　

月　
１２

２８

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
７
４
流
山
市

下
花
輪
１
９
１
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支

援
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
	

１６

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１７

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で

文
字
入
力
が
で
き
る
方
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
覚

１８え
た
い
内
容
＝
①
ワ
ー
ド

②
エ
ク
セ
ル
③
メ
ー
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
④
デ
ジ

カ
メ
写
真
編
集
▽
参
加
費

＝
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
覚
え
た
い
内
容

（
①
〜
④
の
う
ち
１
つ
）、 

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

２５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
�

２２

・　

日
	
・　

日
�
▽
時

２３

２４

間
＝　

時　

分
〜　

時　

１３

３０

１５

３０

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

対
象
／
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
／　

人
（
多
数
抽

２０

選
）
※
１
歳
半
〜
就
学
前

児
の
一
時
保
育
あ
り
▽
内

容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
操

作
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
ま
で
▽
参
加
費
＝
２

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

一
時
保
育
希
望
の
方
は
子

ど
も
の
名
前
と
年
齢
、
返

信
用
に
宛
名
を
明
記
の 

上
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

２５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

教
室

　

①
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

教
室
（
全　

回
）

１１

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
〜

１１

３
月　

日
の
金
曜
（
２
月

２８

　

日
を
除
く
）
▽
時
間
＝

２９
　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

参
加
費
＝
１
万
６
５
０
０

円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２

５
０
０
円
）

　

②
心
と
体
を
癒
す
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
講
座

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
・

１５

　

日
、
２
月　

日
・　

日
、

２９

１２

２６

３
月　

日
・　

日
の
火
曜

１１

２５

▽
時
間
＝
①　

時
〜　

時

１３

１４

　

分
②　

時
〜　

時　

分

３０

１９

２０

３０

▽
場
所
＝
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
▽
定
員
＝
各　

人（
先

２０

着
順
）
▽
参
加
費
＝
１
回

１
０
０
０
円
（
別
途
材
料

代
あ
り
）

　

【
申
し
込
み
】

　

電
話
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

�
　

★
市
制　

周
年
記
念

４０

「
第
九
演
奏
会　

写
真

展
」
〜
演
奏
会
ま
で
の
日

々
を
追
っ
て
〜

　

今
日　

日
と
明
日　

１５

１６

日
、
市
民
参
加
に
よ
る

「
第
九
演
奏
会
」
が
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
演
奏
会

本
番
で
の
演
奏
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ

に
、
演
奏
会
実
施
ま
で
の

様
子
等
を
写
真
で
紹
介
す

る
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
間
＝　

月　

日
�

１２

２２

〜
１
月　

日
�
（　

月　

２０

１２

２５

日
、　

月　

日
〜
１
月
４

１２

２８

日
、
１
月
７
日
・　

日
は

１５

展　
　

示

休
館
）
▽
時
間
＝
９
時　
３０

分
〜　

時
▽
場
所
＝
博
物

１７

館
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

�
　

★
母
子
自
立
支
援
員
の

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
子
ど
も

家
庭
課
▽
勤
務
内
容
＝
母

子
家
庭
等
の
生
活
上
の
悩

み
に
関
す
る
相
談
や
就
労

・
貸
付
相
談
業
務
▽
応
募

資
格
／
募
集
人
員
＝
相
談

経
験
の
あ
る
方
／
１
人
▽

勤
務
日
／
時
間
＝
週
３
日

以
内
（
土
・
日
曜
、
祝
日

等
を
除
く
）
／
９
時　

分
３０

〜　

時　

分
▽
応
募
締
め

１６

３０

切
り
＝　

月　

日
�
※
詳

１２

２１

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
山
び
こ

ル
ー
ム
（
十
太
夫
）
▽
勤

務
内
容
＝
八
木
北
・
小
山

小
１
〜
３
年
生
の
放
課
後

資
格
・
求
人

保
育
▽
応
募
資
格
＝
週
４

〜
５
日
勤
務
で
き
る
方
▽

勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜　
１４

時
〜　

時　

分
、
土
曜
８

１８

３０

時
〜　

時
、
学
校
休
業
日

１７

８
時
〜　

時　

分
（
１
日

１８

３０

４
〜
５
時
間
程
度
）
▽
時

間
給
＝
８
３
０
円
（
試
用

期
間
は
８
０
０
円
、
交
通

費
別
途
支
給
）
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

山
び
こ
ル
ー
ム
�
７

１
５
２
―
２
２
３
１

�
　

★
流
山
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
の
関
係
図
書
の

縦
覧

　

▽
縦
覧
時
間
＝
８
時　
３０

分
〜　

時　

分
（
土
・
日

１７

２０

曜
、
祝
日
等
を
除
く
）
▽

場
所
＝
都
市
計
画
課

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

�
　

★
環
境
審
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

１７

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４

縦　

覧

施
策
会
議　
傍聴可

▽
内
容
＝
市
が
導
入
す
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

★
国
保
運
営
協
議
会

　

▽
日
時
＝　

月　

日
	

１２

１９

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

１５

役
所
▽
内
容
＝
平
成　

年
２０

度
国
保
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

�
　

「
２
０
０
８
年
版
て
が

ぬ
ま
カ
レ
ン
ダ
ー
」
無
料

配
布

　

▽
日
時
＝　

月　

日
	

１２

１９

８
時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

３０

役
所
環
境
政
策
課
※
多
く

の
方
に
配
布
で
き
る
よ 

う
、
１
人
に
つ
き
１
部
を

配
布
。
な
く
な
り
次
第
終

了
と
な
り
ま
す

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　

★
豚
汁
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１２

２３

７
時　

分
〜　

時
※
雨
天

３０

１０

そ
の
他

決
行
▽
集
合
場
所
／
受
付

時
間
＝
八
木
北
小
学
校
／

７
時
〜
７
時　

分
▽
内
容

３０

＝
体
力
ア
ッ
プ
運
動
、
ウ

オ
ー
ク
・
ジ
ョ
グ
な
ど
※

終
了
後
、
豚
汁
を
食
べ
ま

す
▽
参
加
費
＝
２
０
０
円

▽
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
水

筒
、
着
替
え
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場

所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

★
選
挙
人
名
簿
の
登
録

者
数

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く

　

月
１
日
現
在
の
選
挙
人

１２名
簿
の
登
録
者
数
は
、　
１２

万
７
６
０
３
人
（
前
回
比

４
１
１
人
増
）
で
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
が
６

万
３
２
６
７
人
、
女
が
６

万
４
３
３
６
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登

録
は
、
正
確
な
有
権
者
数

を
把
握
す
る
た
め
年
４
回

行
っ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ

ジ
カ
メ
編
集
講
座
（
全
２

回
）

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
�

１０

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１１

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き

る
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

１５

▽
内
容
＝
デ
ジ
カ
メ
の
撮

り
方
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
編
集
加
工
ま
で
▽
参
加

費
＝
２
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）
▽
持
ち
物
＝

デ
ジ
カ
メ
一
式
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

ケ
ー
ブ
ル
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
の
上
、　

月　

日

１２

２５

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
教
室

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

市民伝言板 

□ 問 秘書広報課 � 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
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入の上、秘書広報課に提出を。なお、イベントは掲載希望号の１
カ月前までに。 
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「
歳
末
火
災
予
防
特
別

警
戒
」
を
今
月　

日
か
ら

２５

　

日
ま
で
行
い
ま
す
。

３１
　

期
間
中
は
、消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
団
が
市
内

全
域
で
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

や
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
今
年
１
月
か
ら　

月
１１

末
ま
で
に
市
内
で
は　

件
４１

（
昨
年
同
期　

件
）の
火
災

４３

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
主

な
火
災
原
因
は
、①
放
火
、

放
火
の
疑
い
②
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
取
り
扱
い
不
注
意
③

た
ば
こ
の
不
始
末
で
す
。

　

「
火
の
用
心
、
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
①
家
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
②
寝
た
ば
こ
や
た
ば

こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

③
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
い
る

時
は
離
れ
な
い
④
た
き
火

を
し
な
い
⑤
子
ど
も
に
火

遊
び
を
さ
せ
な
い
⑥
電
気

機
器
は
正
し
く
使
い
、
タ

コ
足
配
線
は
し
な
い
⑦
ス

ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

　

年
の
瀬
は
何
か
と
忙
し

い
た
め
、
火
の
元
へ
の
注

意
も
怠
り
が
ち
に
な
り
ま

す
。
火
災
に
は
十
分
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
来
年
６
月
１
日

か
ら
、
既
存
住
宅
へ
の

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
が
義
務
と
な
り
ま

す
。
早
め
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

　

水
道
の
大
切
さ
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、「
水
」、「
水
道

水
」
を
テ
ー
マ
に
水
道
週

間
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
６
７
２
点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
優
秀
作
品　

点
が

２１

選
ば
れ
、
う
ち
２
点
が
最

優
秀
作
品
に
輝
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
作
品
お

よ
び
入
賞
者
の
名
簿
は
、

水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

〈
敬
称
略
〉

【
最
優
秀
作
品
入
賞
者
】

　

▽
近
藤
み
の
り
（
流
山

北
小
５
年
）▽
今
泉
唯（
北

部
中
１
年
）

　

□問
 

水
道
局
庶
務
課
�
７

１
５
９
―
５
３
１
５

　

税
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
主
催
に
よ
る
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

募
集
が
行
わ
れ
、
今
年
も

多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
税
金
は

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の

と
し
て
税
へ
の
感
謝
に
つ

い
て
考
え
た
、
八
木
中
３

年
・
細
田
真
萌
さ
ん
の
作

文
が
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
常
盤
松
中
３
年

・
安
達
恭
子
さ
ん
と
南
部

中
３
年
・
中
野
愛
菜
さ
ん

の
２
人
が
、
松
戸
税
務
署

管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

最
優
秀
作
品
に
近
藤
さ
ん
と
今
泉
さ
ん

水
道
週
間
啓
発
ポ
ス
タ
ー

歳
末
火
災
予
防
特
別
警
戒
を
展
開

火
の
元
に
ご
注
意
を

細
田
さ
ん
ら
３
人
が
受
賞

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　ウイングホール柏斎場では、平成２０年２月から待合室およ
び式場控室の洋室化と、式場の床改修などの工事を行います。
工期は、平成２１年１月末までの１年間を予定しています。
　工事期間中に斎場を利用される皆さんには大変ご迷惑をお
掛けしますが、ご理解くださいますようお願いいたします。
　□問 ウイングホール柏斎場�７１３１－６６４９

ウイングホール柏斎場からのお知らせ

　１２月１７日から「門松カード」を配布します。
　自治会を通じた配布は行いませんので、必要
な方は市役所みどりの課、各出張所、各福祉会
館、各公民館へ。なくなり次第終了とさせてい
ただきます。
　なお、ご自宅で印刷できるよう、１７日から市
ホームページに門松カードの印刷データを用意
しますのでご利用ください。
　□問 みどりの課�７１５０―６０９２

門松カードの配布

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

映
る
も
の
拒
ま
ず
水
の
澄
み
に
け
り 

東　

深　

井 

戸
谷
ヤ
エ
ノ

枯
れ
き
つ
て
宙
に
遊
べ
り
ね
こ
じ
ゃ
ら
し 

江
戸
川
台
西 

水
和　
　

晶

な
つ
か
し
き
便
り
と
き
ど
き
十
三
夜 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
照
ら
す
十
三
夜 

長　
　
　

崎 

角
田　
　

勇

鰯
雲
む
か
し
一
茶
の
訪
ひ
し
町 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

【
評
】
一
句
目　

秋
は
水
や
風
の
澄
む
季
節
で
あ
る
。
爽
快
感
が
み
な
ぎ
り
視
界
が

深
ま
り
水
辺
は
水
鏡
を
な
す
。
そ
の
水
面
に
万
象
を
映
し
浮
き
彫
り
に
す
る
自
然
の

運
行
が
あ
る
。
二
句
目　

観
察
の
効
い
た
写
生
句
で
あ
る
。小
品
と
は
言
え
、風
に
遊

ぶ
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
の
姿
は
等
身
大
を
越
え
る
大
き
さ
で
あ
る
。
三
句
目　

十
三
夜
は

十
五
夜
に
対
し
後
の
月
と
呼
び
豆
名
月
・
栗
名
月
と
も
い
う
。
便
り
を
交
わ
す
仲
で

の
月
の
思
い
出
を
、
こ
こ
ろ
に
綴
り
な
が
ら
仰
ぐ
十
三
夜
な
の
で
あ
る
。
四
句
目　

新
し
い
大
景
の
、
し
か
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
大
橋
。
豆
名
月
と
の
付
き
合
い
が
面

白
い
。
五
句
目　

二
百
余
年
前
一
茶
が
訪
れ
た
わ
が
町
な
が
れ
や
ま
の
空
を
、
大
き

く
占
め
た
鰯
雲
の
大
景
。
自
然
と
人
間
の
歩
み
の
足
跡
に
感
慨
無
量
の
も
の
が
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

冷
え
冷
え
と
し
た
る
街
路
に
晩
秋
の
銀
杏
の
葉
っ
ぱ
は
黄
に
転
身
す

 

美　

原 

森
口　
　

杏

た
わ
む
る
る
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
リ
ン
グ
の
デ
イ
の
人
ら
老
ひ
を
忘
れ
し
至
福
の
刻
か

 

東
深
井 

戸
谷
ヤ
エ
ノ

保
育
園
の
運
動
会
の
親
子
競
争
曾
孫
と
つ
な
ぐ
手
の
暖
か
さ

 

東
深
井 

石
川　

正
義

【
評
】
森
口
氏　

八
月
、
九
月
と
猛
暑
の
居
す
わ
り
も
、
秋
を
呼
び
さ
ま
し
て
、
木

々
も
木
の
葉
も
色
づ
き
始
め
た
。
風
の
よ
う
に
心
の
く
ま
ぐ
ま
が
見
え
て
く
る
よ
う

な
期
待
感
が
、
光
景
が
日
毎
に
展
開
さ
れ
、
樹
木
の
い
と
な
み
、
銀
杏
に
宿
る
い
の

ち
を
み
つ
め
る
作
者
が
立
つ
。〈
黄
に
転
身
す
〉
相
が
面
白
く
滲
み
出
た
。
戸
谷
氏　

デ
イ
の
人
ら
各
も
お
の
も
、
自
己
を
中
心
に
日
々
の
遊
び
の
素
材
を
求
め
、
遊
泳
し

て
い
る
。「
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
リ
ン
グ
」
は
室
内
板
敷
の
競
技
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
十

本
並
べ
、
標
的
の
ピ
ン
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
棒
で
打
つ
勝
負
、
老
い
の
遊
の
魅
力
の

楽
し
さ
に
快
哉
を
叫
び
た
い
。
石
川
氏　

秋
も
た
け
な
わ
運
動
会
日
和
で
あ
る
、
呼

び
物
の
親
子
競
争
は
見
ど
こ
ろ
、
作
者
は
曾
孫
と
走
る
、
祖
父
と
孫
に
混
り
ひ
た
す

ら
精
根
こ
め
て
曾
孫
と
手
を
つ
な
い
で
走
っ
た
、
手
の
日
常
関
心
の
う
す
か
っ
た
、

曾
孫
へ
の
愛
着
心
が
手
の
温
か
み
を
通
し
て
募
っ
て
く
る
。

短歌

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　

秋
深
く　
　
　

松
ヶ
丘　
　

吉
沢　

量
子
　

強
さ
と　

弱
さ

優
し
さ
と　

残
酷

人
の
心
の
裏
と　

表

心
定
め
て
受
け
入
れ
よ
う

穏
や
か
さ
に
支
え
ら
れ

動
揺
の
な
い
愛
情
を
見
す
え
て
い
る

あ
く
ま
で
温
か
く
あ
れ
と

八
十
歳
の
誕
生
日

周
章
の
日
々
に
体
調
が
乱
さ
れ

若
い
こ
ろ
に
は
笑
っ
て
済
ま
せ
た
こ
と
が

金
縛
り
に
あ
っ
た
よ
う
に
深
刻
に
突
き
刺
さ
る

降
り
注
ぐ
朝
の
光
に
透
い
て
見
え
て
く
る
も
の

時
間
の
浪
費
と　

多
く
の
悔
恨
に

も
の
言
え
ぬ
ま
ま
胸
を
抱
え
て
い
る

し
て
も
人
生
し
な
く
て
も
人
生

【評】「月日は百代の過客にして、…」と、芭蕉は『奥の細道』
を始めた。時間は終えることのない旅を続ける旅人のようだと
いうのだ。私たちは人生という終わりのある旅の途上にいるが、
時間という永遠の旅人から見れば、人の人生など瞬時のこと、
何ほどでもないだろう。ゆえに、詩は想いをさすらわす私たち
の足跡といえよう。

詩

年 末 年 始 の 業 務 案 内

―年末年始の救急医療―
 診 療 日 １２月３０日�～平成２０年１月３日�
 診療場所 保健センター内平日夜間・休日診

療所�７１５５―３４５６
　西初石４丁目１４３３－１　初石駅下車徒歩
約８分または、流山おおたかの森駅前から
「ぐりーんバス」もあり（１月１日のみ運休）

診療科目　①内科・小児科
  （９時～１１時３０分、１３時～１６時３０分）
  ②歯科
  （９時～１１時３０分）
　※午後の診療は１３時３０分から。健康保険証
を忘れずに。往診はしません。夜間の救急に
ついては消防本部�７１５８―０１１９へ

銀 
行  

初 
石  

公 
民 
館  

ふ 
れ 
あ 
い 
の 
森  

東武野田線 

 

初石駅 

  休日診療 所  
（保健センター内）  

流山  
郵便局  

  平日夜間・休日診療所  
（保健センター内） 

流山 
郵便局 

至
流
山 

お
お
た
か
の
森
駅 

至
江
戸
川
台
駅 

●：閉庁、休館、運休など
１月１２月

施　設　名 ４３２１３１３０２９２８
金木水火月日土金

●●●●●●市役所、各出張所…（注１）
●●●●●●ケアセンター
●●●●●●保健センター
●●●●●●水道局…（注２）
●●●●クリーンセンター…（注３）
●●●●●●リサイクルプラザ・プラザ館
●●●●●●生涯学習センター

生涯学習センター
●●●●●●市民活動推進センター
●●●●●●文化会館、各公民館、南流山センター…（注４）
●●●●●●●●中央図書館、森の図書館、各分館…（注５）
●●●●●●●●博物館

●●●●●●一茶双樹記念館、杜のアトリエ黎明
●●●●●●●●市民総合体育館
●●●●●●●●コミュニティプラザ

●●●●●●各福祉会館…（注６）
●●●●●●ほっとプラザ下花輪…（注７）
●●●●●●身体障害者福祉センター
●●●●●●老人福祉センター
●●●●●●児童館・児童センター
●●●●●●公共施設予約システム

●ぐりーんバス
●●●●●●運転免許センター
●●●●●●柏駅前行政サービスセンター
●●●●ウイングホール柏斎場…（注８）
●●●●●●柏健康福祉センター（柏保健所）…（注９）
●●●●●●地域職業相談室

注１…戸籍の届け出や緊急時は、市役所守衛室�７１５８―１１８０へ。
住民票の写しの電話予約サービスは、年末は１２月２３日交付で終了、年
始は１月５日・６日交付から開始
注２…漏水などは、�流山水道センター�７１５９―９１０６へ。水道
局お客様センターは、１２月２９日まで開庁
注３…粗大ごみ等の持ち込み（有料）をする場合の時間は、８時３０分～
１１時４０分、１３時～１５時４０分
注４…１２月２８日、１月４日は受け付けのみ行います
注５…返却ボックスは１２月２８日１０時～１月４日１５時の期間は閉鎖
注６…１２月２８日は全館１７時で閉館とさせていただきます。野々下福祉会
館は内外装改修工事のため１２月１日から２月２９日まで臨時休館中です

注７…１月４日は浴室のみ臨時休業とさせていただきます
注８…１２月３０日は通夜の使用不可。１月４日は告別式の使用不可
注９…水質検査、腸内細菌検査、エイズ相談・検査については、事前に
問い合わせを

（受付時間）

年末年始のごみ収集
１月１２月

期日
４日�３日�２日�１日�３１日�３０日�２９日	２８日�
平常
業務

休業休業休業
平常
業務

休業
平常
業務

平常
業務

業務
区分
□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１

　年末も消防署や消防団が警戒パトロールを実施
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